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Gojo Photo News
ごじょうフォトニュース

4/15

　市内の公民館で活動しているサークルが一堂に集
まり、日頃の成果を発表する公民館祭が中央公民館・
市民会館で開催されました。和太鼓や吹奏楽、日本
舞踊などの発表部門、絵画や写真、工芸などの展示
部門合わせて 74 サークル 750 人が参加し、２日間
で 1,900 人が来場してにぎわいました。

第40回五條市公民館祭
日頃の公民館活動の成果を発表4/16

中央公民館利用団体連絡協議会 竹田会長による開会宣言

元気なダンスで会場を盛り上げました。お茶席で来場者をおもてなし日本舞踊の発表

4/23

　平成 27 年４月、五條市と帝塚山大学との連携により、道
の駅「吉野路大塔」にオープンした TEZUcafe。食物栄養学
科河合ゼミ生により、第３期生の営業がグランドオープンし
ました。今年度は活動の幅を広げ、近隣市外に向けた大塔カ
レーの PR強化、地産地消の新メニューの開発や、教育委員
会と連携した食育活動など、多彩な活動を目指します。

TEZUcafe（ﾃﾂﾞｶﾌｪ）ｸﾞﾗﾝﾄﾞｵｰﾌﾟﾝ
３期生の営業がスタート

4/26

　９月１日～ 11 月 30 日に奈良県内 39 市町村で行われる
文化の祭典、「第 32 回国民文化祭・なら 2017」と「第 17
回全国障害者芸術・文化祭なら大会」の五條市実行委員会
を設立しました。設立総会では会長に太田市長が就任し、
市内の各種団体代表ら 13 人に委嘱状が手渡され、本市で
の事業計画案を話し合いました。

五條市実行委員会を設立
第32回国民文化祭・第17回障害者文化祭

4/27

　五條市医師会顧問であり、応急診療所運営委員である槇野
久春氏が市役所を訪れ、五條市応急診療所に寄贈する医療機
器ネブライザー１台の目録を太田市長に手渡しました。
　この機器は薬品を霧状にして吸入し、主に呼吸器系の疾患
がある患者の症状を和らげるためのもので、さっそく応急診
療所で使われています。

五條市医師会から機器を寄贈
五條市応急診療所に

全国に五條市を PRする機会として事業を進めます。

目
録
を
手
に
槇
野
氏
（
写
真
左
）
と
太
田
市
長

親
子
連
れ
や
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
店
内
の
様
子

２ごじょうフォトニュース



4/12

　４月６日から 15 日までの春の交通安全運動期間、五條市自治
連合会の理事らが五條警察署とも協力し、市内の国道沿い数か
所で歩行者やドライバーに、「気を付けて通行してください」と
交通安全を呼びかけました。また同日、「気持ちよく五條市に来
てもらおう」と、歩道などのゴミ拾いなどを行い、国道 24 号沿
いの清掃活動に努めました。

交通安全啓発と清掃活動を実施
五條市自治連合会 街

頭
で
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

Gojo Photo News
ごじょうフォトニュース

4/29

　五條市の母なる川である吉野川河川敷で、雄大
に泳ぐこいのぼりを見ながら川遊びシーズンのス
タートの楽しいひとときを過ごしてもらおうと「川
開きフェスタ 2017」が開催されました。会場では
吉野川に生息する生き物の水族館コーナーや、五
條消防署によるキッズレスキュー体験、五條警察

川開きフェスタ2017を開催
川遊びシーズン到来！

4/25

　阿太小学校の３・４年生児童 14 人が、社会の授業の一
環として市役所の働きや公共施設について学ぶため、市
役所の見学を行いました。市民課や税務課など窓口で説
明を受けたのち、選挙管理委員会で投票箱を使って模擬
投票を行いました。市長室では太田市長に「今取り組ん
でいることはなんですか？」などの質問がありました。

阿太小学校の社会見学
市役所を見学

4/28

　吉野川河川敷で阿太小学校の児童が鮎の放流体験を行い
ました。五條土木事務所、紀ノ川漁協、市内の建設会社な
どの協力によるもので、今年で６年目になります。今回用
意された鮎は 25 キログラム、約 3千匹。魚に詳しい市職員
から鮎の生態など説明を聞いたあと、児童は「元気に帰っ
ておいで」と声をかけながら丁寧に鮎を放流しました。

鮎の放流体験
吉野川の自然を学ぶ鮎

に
声
を
か
け
な
が
ら
丁
寧
に
放
流

市
長
室
見
学
の
あ
と
太
田
市
長
と
記
念
撮
影

署によるパトカーの展示、自
衛隊によるジープの展示、大
道芸、模擬店などに家族連れ
が集まりました。
　また、五條市のゆるキャラ
が大集合し、ダンスを披露す
るなど、多くの人々でにぎ
わった 1日となりました。

多
く
の
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

開
会
式
で
あ
い
さ
つ
す
る
吉
野
川
こ
い
の

ぼ
り
実
行
員
会 

吉
野
会
長

市内から集まったゆるキャラと子ども達によるダンス
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祝 

叙
勲
・

     

褒
章
受
章

春
の
叙
勲

◆
旭
日
重
光
章

　

田
野
瀬 

良
太
郎 

様
（
73
歳
）

　

議
案
審
議
功
労
（
二
見
４
丁
目
）

◆
旭
日
双
光
章

　

峯
林 

宏
政 

様
（
73
歳
）

　

地
方
自
治
功
労　
（
犬
飼
町
）

春
の
褒
章

◆
藍
綬
褒
章

　

川
口　

健 

様
（
67
歳
）　

　

消
防
功
績
（
宇
野
町
）

　

長
年
に
わ
た
り
各
分
野
に
お
い
て

ご
尽
力
さ
れ
た
ご
功
績
に
よ
り
、
次

の
方
々
が
栄
え
あ
る
叙
勲
お
よ
び
褒

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
章
さ
れ
た
方
々
の
多
大
な
る
ご

功
績
を
た
た
え
、
深
く
敬
意
を
表
し

ま
す
と
と
も
に
、
今
後
な
お
一
層
の

ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
氏
名
、
年
齢
、
功
績
、
住
所
）

接
骨
院
・
整
骨
院
（
柔
道
整
復
師
）
受
診
の
注
意

　

接
骨
院
・
整
骨
院
で
の
治
療
に
は
、
国
民
健
康
保
険
適
用
の
対
象

と
な
る
場
合
と
、
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
合
先　

保
険
課

　
（
内
線
３
６
７
）

■医療費適正化を図るために協力してください
　五條市国民健康保険では、接骨院・整骨院による適正な療養費支給のために、専門業者による調査点
検を委託しています。この調査は受診を制限するものではありません。点検委託先のガリバー・インター
ナショナル株式会社から照会の文書が届いたら、期限までに回答してください。

受
診
の
前
に
確
認
し
ま
し
ょ
う

■
柔
道
整
復
師 

（
接
骨
院
・
整
骨

院
）
や
、
医
師
に
よ
り
健
康
保

険
の
治
療
対
象
と
判
断
さ
れ
た

外
傷
（
け
が
）
な
ど
。

※

骨
折
・
脱
臼
の
場
合
に
は
、
応

急
手
当
を
除
き
、
継
続
し
た
治

療
の
場
合
に
は
医
師
の
同
意
が

必
要
で
す
。

対
象
と
な
る
場
合

▼
仕
事
中
（
労
災
保
険
適
用
）
の

け
が
や
身
体
の
損
傷

▼
保
険
者
に
届
出
の
な
い
交
通
事

故
や
他
人
の
暴
力
で
負
傷
さ
れ

た
場
合
（
第
三
者
行
為
）　

▼
家
事
な
ど
日
常
生
活
に
よ
る
体

調
不
良
・
肉
体
疲
労
・
単
な
る

肩
こ
り
な
ど

▼
リ
ウ
マ
チ
・
慢
性
関
節
疾
患
・

頚
部
腰
部
ヘ
ル
ニ
ア
な
ど
へ
の

治
療

▼
脳
卒
中
・
脳

塞
な
ど
の
後
遺

症
に
対
す
る
治
療

▼
治
る
見
込
み
が
望
め
な
い
、
症

状
改
善
の
認
め
ら
れ
な
い
長
期

の
漫
然
と
し
た
治
療

▼
単
に
慰
安
を
目
的
と
し
た
、
治

療
と
は
認
め
ら
れ
な
い
マ
ッ
サ

ー
ジ

対
象
と
な
ら
な
い
場
合

▼
負
傷
の
原
因
・
理
由
を
正
確
に

伝
え
ま
し
ょ
う
。

▼
領
収
証
は
必
ず
受
け
取
り
、
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
請
求
の
際
に
療
養
費
支
給

申
請
書
へ
の
署
名
が
必
要
で
す
。

皆
さ
ん
が
受
け
た
治
療
が
適
正

で
あ
る
こ
と
を
確
認
・
理
解
し

た
う
え
で
、
署
名
を
し
て
く
だ

さ
い
。

利
用
の
際
の
注
意
点

保険

4くらしのメモ



　平成 29 年 11 月 30 日任期満了に伴う五條市
議会議員選挙について、次のとおり選挙期日を
決定しましたのでお知らせします。
■問合先　選挙管理委員会事務局（内線 231）

■選挙の期日
■選挙期日の告示日
■立候補予定者
　説明会 
■開票の日時
　・場所

五條市議会議員選挙の
選挙期日等の決定について

～公職選挙法の改正により、選挙年齢が「満 18 歳以上」に引き下げられています～

11 月 19 日（日）
11 月 12 日（日）
▼日時　10 月４日（水）14 時～
▼場所　中央公民館
▼日時　11 月 19 日（日）21 時～
▼場所　五條小学校体育館

選挙 期日 月 日（日）

■
ご
み
収
集
に
つ
い
て

　

や
ま
と
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
へ
の
搬
送
の

た
め
、
集
積
場
か
ら
の
収
集
時
間
が
変
わ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
収
集
ま
で

カ
ラ
ス
等
に
よ
る
被
害
も
考
え
ら
れ
ま
す

の
で
、
網
掛
け
な
ど
の
対
策
に
協
力
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
気
候
が
暖
か
く
な
っ

て
き
ま
す
の
で
、
特
に
燃
え
る
ご
み
袋
へ

生
ご
み
を
捨
て
る
場
合
に
は
、
臭
い
の
対

策
と
し
て
、
水
切
り
や
、
レ
ジ
袋
な
ど
を

活
用
し
、
中
で
小
分
け
す
る
な
ど
の
工
夫

を
お
願
い
し
ま
す
。

■問合先　みどり園
☎２４・４１１１

分別に協力を
よろしくお願いします！

「
そ
の
他
の
燃
え
な
い
ご
み
」
の
分
別
に
つ
い
て

　

み
ど
り
園
で
は
そ
の
他
燃
え
な
い
ご
み
を
再
分
別
し
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
搬
入
さ
れ
た
そ
の
他
燃
え
な
い
ご
み
の
袋
を
開
け
る
と
「
燃

え
る
ご
み
」
や
「
カ
ン
・
小
型
金
属
類
」、「
リ
サ
イ
ク
ル
用
」
が
混
入

し
て
い
ま
す
。
き
ち
ん
と
分
別
す
れ
ば
、
処
理
費
用
の
軽
減
や
資
源
の

有
効
利
用
に
つ
な
が
り
ま
す
。
分
別
に
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。みどり園だより

分
よ

■その他の燃えないごみに入っていた間違い分別例

小型金属類
➡カン・小型金属類
　に入れてください

プラスチック製容器包装
➡リサイクル類
　に入れてください

プラスチック製品
➡燃えるごみ
　に入れてください

カバン･バッグ類

➡燃えるごみ
　に入れてください

（金具はできるだけ外してください）

分別してごみの減量
＆リサイクル

五條市議会議員選挙の

活
用

中
で
小
分
け
す
る
な

の
工
夫

を
お
願
い
し
ま
す
。

➡カン・小型金属
に入れてくださ➡燃えるごみ

　に入れてください

（金具はできるだけ外してください）

■
み
ど
り
園
の
開
園
時
間

８時 30分～ 11時 50分
13時～ 16時

ごみ等の持ち込み時間
■指定袋入りおよび資源物

９時～ 11時 50分
13時～ 16時

■計量が必要なごみ

※事前申請が必要です。
　（当日でも可能）

※毎月第 4日曜日も上記の時間で開園しています。
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臨時福祉給付金臨時福祉給付金
　

臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対
策
分
）

の
申
請
期
間
は
６
月
21
日
（
水
）
ま
で

で
す
。
申
請
か
ら
入
金
ま
で
に
３
か
月

程
度
か
か
り
ま
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金 　
　
　
　
　
　

 

の

　

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

※

申
請
期
限
ま
で
に
申
請
が
行
わ
れ
な

か
っ
た
、
書
類
不
備
で
受
付
で
き
な
い

な
ど
で
期
限
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
場

合
は
、
事
情
に
関
わ
ら
ず
給
付
金
を
支

給
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

※

郵
送
の
場
合
は
締
切
日
の
消
印
有
効

■
問
合
先　

▼
臨
時
福
祉
給
付
金
窓
口

　

☎
２
２
・
５
０
７
３

▼
社
会
福
祉
課
（
内
線
２
０
９
）

休
日
窓
口
を
開
設
し
ま
す

■
日
時　

６
月
17
日
（
土
）

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

■
場
所　

社
会
福
祉
課

（
経
済
対
策
分
）

臨時福祉給付金 ６月 21日（水）まで６月 21日（水）まで６月 21日（水）まで

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
を
装
う

「
振
り
込
め
詐
欺
」
や
「
個
人
情

報
の
詐
取
」
に
注
意

を
支

だ
さ

効情

介護職員（嘱託職員）
を募集しています。

■問合先　養護老人ホーム花咲寮
　☎２２・２９３９

養護老人ホーム花咲寮

※詳細については、問い合わせて
ください。
■問合先　養護老人ホーム花咲寮
☎☎２２２２・２２９３９３９９

ください。

介護支援専門員
（ケアマネージャー）
を募集しています。

■問合先　地域包括支援センター
　（内線３０９）

地域包括支援センター

※詳細については、問い合わせて
ください。

　

紀
伊
半
島
大
水
害
に
相
当
す
る
雨
台
風
が
通
過
し
、
土
砂

紀
伊
半
島
大
水
害
に
相
当
す
る
雨
台
風
が
通
過
し
、
土
砂

崩
れ
や
浸
水
、
道
路
が
寸
断
さ
れ
た
と
の
想
定
の
も
と
、

崩
れ
や
浸
水
、
道
路
が
寸
断
さ
れ
た
と
の
想
定
の
も
と
、
関

係
機
関
が
一
堂
に
会
し
「
平

係
機
関
が
一
堂
に
会
し
「
平
成
29
年
度
五
條
市
総
合
防
災
訓

年
度
五
條
市
総
合
防
災
訓

練
」
を
実
施
し
ま
す
。

練
」
を
実
施
し
ま
す
。

五
條
市
総
合
防
災
訓
練

五
條
市
総
合
防
災
訓
練

五
條
市
総
合
防
災
訓
練
7/1
（土）

■日時　７月１日（土）９時～■日時　７月１日（土）９時～
■場所　上野公園・シダーアリーナ■場所　上野公園・シダーアリーナ
※訓練当日、防災ヘリコプターの離着陸、※訓練当日、防災ヘリコプターの離着陸、
防災行政無線による訓練を予定していま防災行政無線による訓練を予定していま
す。ご理解とご協力をお願いします。す。ご理解とご協力をお願いします。

　

紀
伊
半
島
大
水
害
に
相
当
す
る
雨
台
風
が
通
過
し
、
土
砂

崩
れ
や
浸
水
、
道
路
が
寸
断
さ
れ
た
と
の
想
定
の
も
と
、
関

係
機
関
が
一
堂
に
会
し
「
平
成
29
年
度
五
條
市
総
合
防
災
訓

練
」
を
実
施
し
ま
す
。

■
主
な
参
加
予
定
機
関　

陸
上
自
衛
隊
・
奈

■
主
な
参
加
予
定
機
関　

陸
上
自
衛
隊
・
奈

良
県
警
察
本
部
・
奈
良
県
防
災
航
空
隊
・

良
県
警
察
本
部
・
奈
良
県
防
災
航
空
隊
・

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
・
五
條
市
消
防
団
・

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
・
五
條
市
消
防
団
・

五
條
市
自
治
連
合
会
・
自
主
防
災
会
ほ
か

五
條
市
自
治
連
合
会
・
自
主
防
災
会
ほ
か

■
問
合
先　

危
機
管
理
課

■
問
合
先　

危
機
管
理
課

　
（
内
線
３
７
０
・
３
７
１
）

　
（
内
線
３
７
０
・
３
７
１
）

新
成
人
の
門
出
を
お
祝
い
し
ま
す

平
成
30
年
五
條
市
成
人
式
は

■
日
時　

平
成
30
年
１
月
７
日
（
日
）

　

13
時
30
分
〜
（
13
時
開
場
）

■
場
所　

市
民
会
館

■
問
合
先　

生
涯
学
習
課　
（
内
線
８
２
５
）

１月７日（日）
　に開催します

■
主
な
参
加
予
定
機
関　

陸
上
自
衛
隊
・
奈

良
県
警
察
本
部
・
奈
良
県
防
災
航
空
隊
・

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
・
五
條
市
消
防
団
・

五
條
市
自
治
連
合
会
・
自
主
防
災
会
ほ
か

■
問
合
先　

危
機
管
理
課

　
（
内
線
３
７
０
・
３
７
１
）

■日時　７月１日（土）９時～
■場所　上野公園・シダーアリーナ
※訓練当日、防災ヘリコプターの離着陸、
防災行政無線による訓練を予定していま
す。ご理解とご協力をお願いします。

６くらしのメモ



防災トピックス防災トピックス

臨時福祉給付金 ６月 21日（水）まで

　

紀
伊
半
島
大
水
害
に
相
当
す
る
雨
台
風
が
通
過
し
、
土
砂

崩
れ
や
浸
水
、
道
路
が
寸
断
さ
れ
た
と
の
想
定
の
も
と
、
関

係
機
関
が
一
堂
に
会
し
「
平
成
29
年
度
五
條
市
総
合
防
災
訓

練
」
を
実
施
し
ま
す
。

五
條
市
総
合
防
災
訓
練■日時　７月１日（土）９時～

■場所　上野公園・シダーアリーナ
※訓練当日、防災ヘリコプターの離着陸、
防災行政無線による訓練を予定していま
す。ご理解とご協力をお願いします。

■
主
な
参
加
予
定
機
関　

陸
上
自
衛
隊
・
奈

良
県
警
察
本
部
・
奈
良
県
防
災
航
空
隊
・

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
・
五
條
市
消
防
団
・

五
條
市
自
治
連
合
会
・
自
主
防
災
会
ほ
か

■
問
合
先　

危
機
管
理
課

　
（
内
線
３
７
０
・
３
７
１
）

安全・安心なまちづくり
五條市防災行政無線の試験放送（時報）を開始します！
五條市防災行政無線が正常に稼働しているかを確認
するため、試験放送（時報）を開始します。

■開始日　６月１日（木）～
■時刻　毎日 17時から１分間
■放送内容　「夕焼け小焼け」のメロディー

内閣官房から情報提供
弾道ミサイル落下時の行動について

▼弾道ミサイルは、発射から極めて短時間で
着弾します。

▼ミサイルが日本に落下する可能性がある場
合は、Ｊアラート（全国瞬時警報システム）
を活用して、防災行政無線で特別なサイレ
ン音とともにメッセージを流すほか、緊急
速報メール等により緊急情報をお知らせし
ます。

※詳細については内閣官房の国民保護ポータルサイト（http://www.kokuminhogo.go.jp/）で確認してください。

■問合先　危機管理課
　（内線 370・371）

弾道ミサイル発射直後の情報伝達 メッセージが流れたら
落ち着いて、直ちに行動してください

　

熱
中
症
は
高
温
多
湿
な
環
境
で
作
業

や
運
動
等
を
す
る
こ
と
で
、
体
内
の
水

分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温

調
節
機
能
が
働
か
な
く
な
る
病
気
で
す
。

　

必
ず
し
も
炎
天
下
で
運
動
し
た
時
だ

け
で
な
く
、
特
に
乳
幼
児
や
高
齢
者
は

暑
い
室
内
や
車
内
に
長
時
間
い
る
だ
け

で
も
熱
中
症
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

熱
中
症
に
注
意
!!

■水分・塩分のこまめな補給
■エアコンなどを使用し、環境を快適に保つ
■日傘や帽子を着装する
■通気性のいい衣服を選ぶ
■活動時は休憩をこまめにとる

予防法

危
険
物
安
全
週
間

危
険
物
を
取
り
扱
う
事
業
所
は
、

次
の
取
組
に
よ
り
安
全
確
保
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

■
危
険
物
施
設
の
位
置
、
構
造

お
よ
び
設
備
の
維
持
管
理

■
危
険
物
地
下
タ
ン
ク
お
よ
び

地
下
埋
設
配
管
の
漏
れ
の
点

検
（
定
期
点
検
）

■
避
難
・
通
報
・
消
火
等
の
消

防
訓
練
の
実
施
や
危
険
物
の

保
安
体
制
の
整
備

６
月
４
日
（
日
）
～
10
日
（
土
）
は

　

「
あ
な
た
な
ら 

無
事
故
の
着
地 

決
め
ら
れ
る
！
」
を
推
進
標
語
に

６
月
４
日
（
日
）
か
ら
10
日
（
土
）

ま
で
の
７
日
間
、
危
険
物
安
全
週

間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
週
間
は
、
危
険
物
を
取
り

扱
う
事
業
所
へ
危
険
物
の
保
安
に

対
す
る
意
識
の
高
揚
お
よ
び
啓
発

を
推
進
し
、
自
主
保
安
体
制
の
確

立
を
促
す
目
的
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

■問合先　五條消防署
　☎２２・３３１０

普
段
の
予
防
が
大
事
で
す
!!

できる限り頑丈な建物や
地下などに避難する。

建物が
ない場合

屋内に
いる場合

屋外に
いる場合

物陰に身を隠すか、
地面に伏せて頭部を守る。

窓から離れるか、
窓のない部屋に移動する。

７ Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１



　

販
売
目
的
で
生
産
を
行
う
、
地
球
温
暖

化
防
止
や
生
物
多
様
性
保
全
等
に
効
果
の

高
い
農
業
者
の
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

■
対
象
者　

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
を
受

け
、
農
業
環
境
規
範
に
基
づ
く
点
検
を

行
っ
て
い
る
農
業
者
団
体

■
支
援
の
対
象
と
な
る
取
組

①
化
学
肥
料
、
化
学
合
成
農
薬
の
５
割
低

減
の
取
組
と
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ
の
作
付

を
組
み
合
わ
せ
た
取
組
。

②
化
学
肥
料
、
化
学
合
成
農
薬
の
５
割
低

減
の
取
組
と
炭
素
貯
留
効
果
の
高
い
堆

肥
の
水
質
保
全
に
資
す
る
使
用
を
合
わ

せ
た
取
組
。

③
有
機
農
業
の
取
組
（
化
学
肥
料
、
農
薬

を
使
用
し
な
い
取
組
）

④
特
認
取
組
（
化
学
肥
料
、
化
学
合
成
農

薬
の
５
割
低
減
の
取
組
と
の
組
み
合
わ

せ
）

■
申
請
期
間　

６
月
30
日
（
金
）
ま
で

■
申
請
・
問
合
先　

▼
南
部
農
林
振
興
事
務
所　

農
業
普
及
課

☎
０
７
４
７
・
２
４
・
０
１
３
１

▼
農
林
政
策
課
（
内
線
３
９
０
）

　

五
條
市
で
は
、
地
域
が
抱
え
る
人
と
農

地
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
「
未
来
の

設
計
図
」
と
な
る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
、
適
宜
更
新
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
３
月
28
日
、
市
内
８
地
区
で

更
新
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

■
プ
ラ
ン
の
内
容　

①
「
今
後
の
地
域
の
中
心
と
な
る
経
営
体
」

と
し
て
、
新
規
就
農
予
定
者
１
人
を
含

む
16
経
営
体
を
追
加
で
位
置
づ
け
る
と

と
も
に
、
農
地
中
間
管
理
機
構
か
ら
の

農
地
借
入
希
望
に
つ
い
て
も
記
載
し
ま

し
た
。

②
農
地
を
貸
し
た
い
人
も
農
地
を
プ
ラ
ン

に
登
載
し
て
も
ら
い
、
農
地
を
借
り
た

い
と
思
っ
て
い
る
人
が
閲
覧
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

■
策
定
地
区

　

阿
太
地
区
・
北
宇
智
地
区
・
五
條
宇
智

地
区
・
阪
合
部
地
区
・
西
吉
野
地
区
・

野
原
地
区
・
牧
野
地
区
・
南
宇
智
地
区

■
閲
覧
場
所　

農
林
政
策
課

■
問
合
先　

農
林
政
策
課
（
内
線
３
９
０
）

■
対
象
者

①
米
の
生
産
数
量
目
標
（
面
積
）
の
範

囲
内
で
主
食
用
米
等
を
生
産
す
る
販

売
農
家
・
集
落
営
農

②
麦
、
大
豆
、
飼
料
作
物
（
自
家
利
用

を
含
む
）
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
、
加
工
用

米
、
飼
料
用
米
、
米
粉
用
を
実
需
者

と
の
販
売
契
約
等
に
基
づ
き
販
売
目

的
で
生
産
す
る
販
売
農
家
・
集
落
営

農
③
「
米
に
よ
る
転
作
」
に
取
り
組
む
販

売
農
家
・
集
落
営
農

④
地
域
振
興
作
物
（
ナ
ス
、
ト
マ
ト
、

キ
ュ
ウ
リ
、
ネ
ギ
、
イ
チ
ゴ
、
未
成

熟
と
う
も
ろ
こ
し
、
カ
ボ
チ
ャ
、
タ

マ
ネ
ギ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ト
ウ
キ
、
景

観
形
成
作
物
（
レ
ン
ゲ
、
コ
ス
モ
ス
、

ヒ
マ
ワ
リ
、
そ
ば
に
限
る
）
を
販
売

目
的
（
景
観
形
成
作
物
に
つ
い
て
は
、

適
切
に
肥
培
管
理
さ
れ
て
い
る
も

の
）
で
生
産
す
る
販
売
農
家
・
集
落

営
農

⑤
畑
作
物
（
麦
・
大
豆
・
そ
ば
・
な
た

ね
）
を
販
売
目
的
で
生
産
す
る
認
定

農
業
者
・
集
落
営
農
、
認
定
新
規
就

農
者

環
境
保
全
型
農
業

　

直
接
支
払
交
付
金

エ
コ
な
農
業
者
を
支
援
し
ま
す

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を

　

更
新
し
ま
し
た

持
続
可
能
な
農
業
を
実
現
す
る
た
め
に

経
営
所
得
安
定
対
策
の
申
請
手
続
が
必
要
で
す

農
業
経
営
の
安
定
の
た
め
に

　

経
営
所
得
安
定
対
策
と
は
、
需
要
に
応
じ
た
生
産
の
促
進
等
に
よ
り
、

農
業
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
の
交
付
金
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
を
利
用

し
た
取
組
を
行
う
に
は
申
請
手
続
が
必
要
で
す
。

■
申
請
期
間　

６
月
30
日
（
金
）

ま
で

※

平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

※

以
降
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
請
場
所　

農
林
政
策
課

※

事
前
に
担
当
者
に
連
絡
し
て
か

ら
来
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の

　

①
印
鑑

　

②
通
帳

　

③
平
成
28
年
度
の
販
売
伝
票
等

（
主
食
用
米
と
平
成
29
年
か
ら

初
め
て
販
売
を
開
始
す
る
作
物

は
不
要
）

　

④
麦
・
大
豆
・
飼
料
作
物
・
Ｗ
Ｃ

Ｓ
用
稲
・
加
工
用
米
・
米
粉
用

米
に
つ
い
て
は
、
実
需
者
と
の

出
荷
・
販
売
契
約
書
等

■
問
合
先　

農
林
政
策
課

　

（
内
線
３
９
０
）

農林政策課からお知らせ ■問合先　農林政策課（内線３９０）

国民年金の手続

マイナンバー

８くらしのメモ



20
歳
〜
60
歳
ま
で
の
人

60
歳
以
上
の
人

（
任
意
加
入
）

厚生年金適用事業所にすぐに再就職する

会社員の夫（妻）が退職した、または 65 歳
になったため扶養から外れた

40 年間の保険料を完納している

納付期間 40 年の内、未納や免除期間がある
（65 歳まで）

受給資格期間が不足している人（70 歳まで）

退職して会社員の夫（妻）の扶養になった

厚生年金のない職場に再就職する

無職になった

こんな場合はどうするの？ 届出は

不要

不要

不要

必要

必要

必要

任意

任意

加入手続 退
職
後
の
年
金
手
続

こ
ん
な
時
に
は
手
続
が
必
要
で
す
。

特別支給の老齢厚生年金（60 歳～ 65 歳まで、
生年月日・男女で開始時期が異なります）

老齢基礎年金（65 歳から※）

老齢厚生年金・老齢基礎年金（65 歳から※）

受給手続 届出先

年金
事務所

※老齢年金は、60 歳～ 64 歳で繰り上げ請求することができますが、減額
されます。66 歳～ 70 歳で繰り下げて請求すると増額になります。

市役所

厚生年金の
期間が１年
以上ある人

国民年金
のみの人

■
問
合
先

▼
市
民
課
年
金
係

（
内
線
２
６
８
・
３
０
０
）

▼
大
和
高
田
年
金
事
務
所

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

　

20
歳
〜
60
歳
の
人
が
厚
生
年
金
か
ら
脱

退
し
た
時
は
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
手
続

が
必
要
で
す
。

　

60
歳
以
上
の
人
は
、
任
意
加
入
を
す
れ

ば
年
金
額
を
増
や
せ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

受
給
年
齢
に
達
す
る
人
に
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
請
求
書
が
郵
送
さ
れ
ま
す
の

で
、
受
給
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

国民年金の手続国民年金の手続国民年金の手続

水道料金アンケートにご協力ありがとうございました
　１月に水道の料金・使用量や事業への取組等について、市内の 1000 世帯と
工業団地にある企業にアンケートを行いました。回答いただいた 499件の意
見を集計し、第３回水道料金等審議会で水道使用者の意見・感想として報告し
ました。集計結果はホームページに掲載していますので、確認してください。

水道料金のあり方を検討していきます

■水道局（内線３２１）

水道料金のあり方を検討していきます

個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）カ
ー
ド
・

通
知
カ
ー
ド
は
受
け
取
り
ま
し
た
か
？

休
日
受
け
取
り
窓
口

6/25（日)
９時～ 15 時

▼
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

①
印
鑑

②
本
人
確
認
書
類
（
有
効
期
間
内
の
も
の
に
限
る
）

③
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）

④
通
知
カ
ー
ド

⑤
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

※

受
け
取
り
は
原
則
本
人
に
限
り
ま
す
。

※

本
人
が
病
気
や
身
体
の
障
害
の
た
め
、

来
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
代
理
人
に

受
け
取
り
を
委
任
で
き
ま
す
。
そ
の
場

合
は
診
断
書
等
の
書
類
が
必
要
で
す
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
必
要
書
類

▼
通
知
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

①
印
鑑

②
本
人
確
認
書
類
（
有
効
期
間
内
の
も
の
に
限
る
）

※

郵
便
配
達
時
に
不
在
等
で
受
け
取
ら
れ

ず
、郵
便
局
で
の
保
管
期
間
を
経
過
し

た
通
知
カ
ー
ド
は
、市
役
所
市
民
課
で

保
管
し
て
い
ま
す
。

※

通
常
の
窓
口
業
務
は
行
い
ま
せ
ん
。

■
問
合
先　

市
民
課
（
内
線
５
０
３
）

市役所市民課で休日
窓口を開設し、個人
番号カードの交付、
通知カードの受け取
りができます。

平日来れない
人のための

マイナンバーマイナンバーマイナンバー
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カルムのひろば

６⽉、７⽉ 休⽇の救急診療・在宅当番医
９時〜１６時 急病患者の応急処置

応急を要する
内科・小児科
の軽易な診療

 

 

五條市応急診療所
☎２４・００９９ 

野原西 5丁目 2－59

土・日・祝日夜間
※受付21時30分まで

１８時～２２時

休日診療、夜間診療を受診するときは、まず電話で症状を連絡しましょう。

   

 

７月２日（日） ９日（日） １６日（日） １７日（月・祝）

２３日（日） ３０日（日）

岡口１丁目２－22
右馬医院

☎２２・２２８１

野原西４丁目９－25
中谷内科医院
☎２２・３６８３

須恵 2丁目１－25
山田医院

☎２２・２０３９

窪町１２６－１
前防医院

☎２２・２０７２

二見４丁目２－４
寒川医院

☎２２・２１２０

新町２丁目３－８
槇野医院

☎２２・２００４

切り取って保管しましょう

※４月１日から五條病院内に
　移転しています。電話番号・
　診療時間に変更はありません。

   ６月４日（日） １１日（日） １８日（日） ２５日（日）

五條３丁目２－20
中西クリニック
☎２５・２７６０

須恵２丁目６－21
足立医院

☎２５・３９３９

今井２丁目２－12
岩井内科

☎２６・１２１２

中之町 1711－33
杉崎医院

☎２４・０００３

■問合先　カルム五條
　( 内線２９０)

切り取って保管しましょう切り取って保管しましょう

※保険証を持参してください。
※担当医の専門性や患者の年齢、症状
により、二次救急医療機関の診療を
お勧めする場合があります。受診前
に電話で確認してください。
※マスクを着用してお越しください。

 

 

☎0744・22・9683 

橿原市畝傍町９－１
毎日夜間・深夜

橿原市休日夜間応急診療所

応急を要する

小児科の診療

21時30分～６時

母
子
健
康
手
帳
ア
プ
リ

　

の
配
信
を
開
始
し
ま
す

　

五
條
市
が
交
付
す
る
親
子
健
康
手
帳
（
母
子
健
康
手
帳
）
の
内
容

を
「
母
子
健
康
手
帳
ア
プ
リ
」
を
使
う
こ
と
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
母
親
や
こ
ど
も
が
、
医
療
機
関
や
市

で
受
診
し
た
健
康
診
査
の
記
録
を
ア

プ
リ
上
に
保
存
し
、
グ
ラ
フ
化
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
こ
ど
も
の
「
ね
が
え
り
」
な
ど
の
成

長
の
記
録
を
、
日
記
形
式
で
簡
単
に

記
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
妊
娠
・
出
産
・
育
児
期
に
役
立
つ
情

報
や
、
五
條
市
か
ら
の
案
内
を
妊
娠

週
数
や
こ
ど
も
の
月
齢
に
合
わ
せ
て

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
合
先　

カ
ル
ム
五
條

　
（
内
線
２
８
９
）

■アプリの利用方法　OSごとのQR
コードからダウンロードしてくだ
さい。

※web（ブラウザ版）も利用できます。
※ダウンロードは無料です。
※利用には別途パケット通信料がか
かります。

※利用にあたっては、利用規約を確
認・同意のうえ、自身の判断と責
任において利用してください。

子
育
て
情
報
が
満
載
!!

　

大
人
も
子
ど
も
も
ホ
ッ
と
で

き
る
子
育
て
サ
ー
ク
ル
、
に
じ

い
ろ
電
車
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

初
め
て
の
人
も
大
歓
迎
で
す
。

０歳～
未就園児

活動費　親子で100円　
■申込・問合先　にじいろ電車代表 岩井
　カルム五條（内線289）
メール　niziirotrain@gmail.com
※初めての参加者は事前に連絡してください。

にじいろ電車保
育
所
に
行
こ
う

６/１
（木）

■
時
間　

10
時
〜

■
場
所　

五
條
保
育
所

※

現
地
集
合
で
す
。

裁
縫
教
室

手
ぬ
ぐ
い
か
ら
ズ
ボ
ン
を
作
ろ
う

６/15
（木）

■
時
間　

10
時
30
分
〜

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
持
ち
物　

手
ぬ
ぐ
い
１
枚

保
育
所
に
行
こ
う

７/６
（木）

■
時
間　

10
時
〜

■
場
所　

北
宇
智
保
育
所

※

現
地
集
合
で
す
。
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カルムのひろば

　

今
回
は
、
近
隣
の
御
霊
神
社

を
め
ぐ
る
コ
ー
ス
で
す
。

　

今
回
は
、
佐
名
伝
御
霊
神
社

（
大
淀
町
）
か
ら
西
阿
田
御
霊

神
社
ま
で
を
、
楽
し
く
み
ん
な

で
歩
き
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

７
月
９
日
（
日
）

　

９
時
〜
11
時

■
集
合
場
所　

カ
ル
ム
五
條

※

雨
天
の
場
合
は
カ
ル
ム
五
條

の
体
育
館

■
内
容　

約
５
キ
ロ
程
度
の
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ

■
指
導
者　

運
動
普
及
推
進
員

■
持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服

　

装
、
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
の

　

で
き
る
飲
み
物

※

雨
天
の
場
合
は
上
履
き

■
申
込
締
切　

６
月
30
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
先

　

カ
ル
ム
五
條
（
内
線
２
９
０
）

み
ん
な
で
、

 

歩
き
ま
せ
ん
か
！

　

今
年
度
か
ら
市
の
胃
が
ん
検
診

と
し
て
、
胃
内
視
鏡
検
査
（
胃
カ

メ
ラ
）
が
始
ま
り
ま
す
。

■
対
象
者　

50
〜
59
歳
の
人

※

平
成
30
年
４
月
１
日
ま
で
に
こ

の
年
齢
に
な
る
人
を
含
む
。

■
募
集
人
数　

１
０
０
人

■
自
己
負
担
金　

３
０
０
０
円

■
実
施
医
療
機
関　

南
奈
良
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー

※

月
〜
金
曜
日
・
午
前
中
に
実
施

■
受
診
方
法　

カ
ル
ム
五
條
で
受

診
券
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
発

行
後
に
医
療
機
関
に
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

カ
ル
ム
五
條

　
（
内
線
２
９
０
）

■
乳
が
ん
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）
検
診

■
対
象
者　

40
歳
以
上
の
女
性

※

た
だ
し
次
の
人
は
乳
が
ん
検
診

（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）
検
診
を

受
け
ら
れ
ま
せ
ん

①
豊
胸
手
術
を
受
け
た
人

②
授
乳
中
ま
た
は
妊
娠
の
可
能
性

が
あ
る
人

③
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
つ
け

て
い
る
人

④
平
成
28
年
度
に
市
の
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
検
診
を
受
け
た
人

■
検
査
方
法　

視
触
診
検
査
お
よ

び
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査

■
受
付
時
間　

①
12
時
30
分
〜
13

時
、②
14
時
〜
14
時
30
分　
　

■
費
用　

▼
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
２
方
向
撮
影

（
40
歳
代
）
１
３
０
０
円

▼
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
１
方
向
撮
影

（
50
歳
以
上
）
１
０
０
０
円

平成 29年度
乳がん・子宮がん
集団検診日程表

女
性
の
た
め
の
が
ん
集
団
検
診

■
申
込
・
問
合
先　

カ
ル
ム
五
條

　
（
内
線
２
９
０
）

月 日 

７  
８（土）  

26（水）  

８  30（水）  

９  
25（月）  

26（火）  

10  
９（月）  

13（金）  

11  ７（火）  

12  ８（金）  

１  27（土）  

２  
４（日）  

５（月）  

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い

　

検
診
車
に
よ
る
が
ん
検
診
を
、
カ
ル
ム
五
條
で
実
施
し
ま
す
。

各
検
診
日
程
に
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
希
望
の
人
は
早
め

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

胃
内
視
鏡
検
査

（
胃
カ
メ
ラ
）

今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
！

、
近
隣

御
霊
神
社

ま
せ
ん
か

■
乳
が
ん
（
視
触
診
）
検
診　

■
対
象
者　

30
歳
〜
39
歳
の
女
性

■
検
査
方
法　

医
師
に
よ
る
視
触

診
検
査
の
み

■
受
付
時
間　

13
時
30
分
〜
14
時

■
検
診
日
程　

別
表
の
と
お
り

■
費
用　

３
０
０
円

※

70
歳
以
上
の
人
は
無
料
で
す
。

※

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
持
っ
て
い

る
人
は
無
料
で
す
。

※

平
成
30
年
４
月
１
日
ま
で
に
該

当
年
齢
に
な
る
人
を
含
み
ま
す
。

※

乳
が
ん
検
診
の
み
、
子
宮
頸
部

が
ん
検
診
の
み
の
受
診
も
で
き

ま
す
。

■
乳
が
ん
検
診

■
子
宮
頸
部
が
ん
検
診

■
対
象
者　

20
歳
以
上
の
女
性

※

平
成
28
年
度
に
市
の
子
宮
頸
部

が
ん
検
診
を
受
診
し
た
人
は
受

診
で
き
ま
せ
ん

■
費
用　

１
０
０
０
円

検
診
で
早
期
発
見

が
大
事
で
す
！
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こそだてひろば

　

紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

を
し
ま
す
。
み
ん
な
で
楽
し
み
ま

し
ょ
う
！
（
５
歳
ま
で
の
児
童
と

保
護
者
）

■
日
時　

毎
週
火
・
木
曜
日

　

13
時
〜
13
時
30
分

お
は
な
し
広
場

毎週
火・木 み

ん
な
で
遊
ぼ
う
！

  
五
條
児
童
館

　

毎
月
１
回
、
児
童
館
で
お
子
さ

ん
の
身
長
、体
重
を
計
測
し
ま
す
。

■
日
時　

第
１
月
曜
日

　

９
時
〜
17
時
（
い
つ
で
も
）

お
お
き
く
な
っ
て
ね
！

成
長
の
記
録
を
残
そ
う

本
や
お
話
に
親
し
も
う

　

五
條
児
童
館
は
、
市
内
に
在
住

す
る
子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
過
ご

せ
る
施
設
で
す
。友
だ
ち
と
お
し
ゃ

べ
り
し
た
り
、
読
書
や
宿
題
を
し

た
り
、
楽
し
く
過
ご
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

（
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
開
館
）

■
申
込
・
問
合
先　

五
條
児
童
館

☎
２
２
・
２
２
２
８

ぴよぴよの広場　

毎週火曜10時～11時
（H28.4/2生～)

前日までに申し込んでください。

生後
６か月～

バンビの広場　

毎週水曜10時～11時
（H27.4/2～H28.4/1生対象）

前日までに申し込んでください。

１歳児
対象

おたまじゃくしの広場　

毎週木曜10時～11時
（H26.4/2～H27.4/1生対象）

前日までに申し込んでください。

２歳児
 対象

第 1
月曜日

　

現
況
届
は
児
童
手
当
を
受
給
し

て
い
る
人
が
、
引
き
続
い
て
手
当

を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
届
出
で

す
。
提
出
し
な
い
と
、
６
月
分
以

降
の
手
当
の
支
払
い
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※

現
在
受
給
し
て
い
る
み
な
さ
ん

に
は
、
６
月
初
旬
に
現
況
届
用

紙
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
必
ず

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間　

６
月
１
日
（
木
）

　

〜
30
日
（
金
）

※

平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

■
提
出
・
問
合
先

　

▼
児
童
福
祉
課
（
内
線
３
６
６
）

　

▼
西
吉
野
支
所

　

▼
大
塔
支
所

児
童
手
当
の
現
況
届

忘
れ
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

※

土
日
受
付
を
開
設
し
ま
す

　

▼
日
時　

６
月
17
日
（
土
）・

　
　

18
日
（
日
）　

９
時
〜
16
時

　

▼
場
所　

五
條
市
役
所

１歳～
　５歳

つ
ど
い
の
広
場

毎
週
月
・
金
曜
日

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

（
カ
ル
ム
五
條
で
開
催
・
申
込
不
要
）

　

こ
れ
か
ら
暑
く
な
る
時
期
を
迎

え
ま
す
。
天
気
の
よ
い
日
は
カ
ル

ム
五
條
の
１
階
テ
ラ
ス
で
、
シ
ャ

ボ
ン
玉
や
水
遊
び
等
で
遊
ぶ
こ
と

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

※

着
替
え
・
タ
オ
ル
・
お
茶
等
を

持
っ
て
カ
ル
ム
五
條
へ
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
。

※

い
つ
も
ど
お
り
室
内
遊
び
に
な

る
日
も
あ
り
ま
す
。（
日
程
は

月
初
め
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

前日までに申し込んでくだ

毎週木
26.4/2

前日までに

（（H2

臨時職員
登録受付中

■問合先　児童福祉課（内線３４９）

市内保育所
学童保育所
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■
開
催
日
時
お
よ
び
場
所
（
３
回
開
催
）

①
▼
日
時　

６
月
28
日
（
水
）

　
　

15
時
15
分
〜

　

▼
場
所　

五
條
幼
稚
園

②
▼
日
時　

６
月
30
日
（
金
）

　
　

19
時
〜

　

▼
場
所　

中
央
公
民
館

③
▼
日
時　

７
月
２
日
（
日
）

　
　

13
時
30
分
〜

　

▼
場
所　

市
民
会
館

※

各
回
同
内
容
で
90
分
程
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者　

幼
稚
園
・
保
育
所
に
通
っ
て
い
る
子

ど
も
の
保
護
者
、
未
就
園
児
の
保
護
者

■
そ
の
他　

託
児
あ
り
（
要
予
約
、
３
日
前
ま
で

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
）

※

１
〜
５
歳
児
ま
で

■
問
合
先　

子
ど
も
未
来
課

　
（
内
線
８
２
７
）

　

認
定
こ
ど
も
園
は
幼
稚
園
と
保

育
所
の
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
い
か

し
な
が
ら
、
両
方
の
役
割
を
果
た

し
、
地
域
の
子
育
て
支
援
の
場
と

し
て
、
就
園
前
の
子
育
て
を
し
て

い
る
家
庭
に
対
し
て
も
、
子
育
て

相
談
や
親
子
の
集
い
の
場
を
提
供

で
き
る
施
設
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
保
育
所
と
幼
稚
園

の
枠
組
み
を
超
え
た
新
た
な
枠
組

み
と
し
て
、
五
條
市
で
は
、「
五

條
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
の

答
申
に
基
づ
き
、
認
定
こ
ど
も
園

の
普
及
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

■３歳児以上は、保護者の就労の有無に関係なく利用が可能です。
保護者の就労状況が変わっても継続して利用が可能です。

■集団活動や、異年齢交流に大切な集団規模により、健やかな育
ちを支援します。

■地域の子育て家庭を支援します。

保育所

■保育
■０歳児～５歳児
の保育を必要と
する子ども

幼稚園

■幼児教育
■３歳児～５歳児
の子ども

認定こども園
就学前の教育・保育を一体として捉え、
一貫して提供する新たな枠組み

就学前の子どもに
幼児教育･保育を提供

■保護者が働いている、
働いていないにかか
わらず受け入れて、
教育、保育を一体的
に実施

地域における
子育て支援

■すべての子育て家庭
を対象に子育ての不
安に対応した相談活
動や、親子の集いの
場の提供などを実施

これらの機能を備える施設を、
認定こども園として県知事が認定

認定こども園って
どんな施設？
■問合先
　子ども未来課
　（内線８２７）

認定こども園
への移行によって

■認定こども園とは

公
立
幼
稚
園
・
保
育
所
の

 
あ
り
方
に
つ
い
て
意
見
交
換
会

　

幼
稚
園
・
保
育
所
に
通
っ
て
い
る
子
ど
も
の
保
護

者
、
未
就
園
児
の
保
護
者
を
対
象
に
、
就
学
前
児
童

の
現
状
の
説
明
と
公
立
保
育
所
・
幼
稚
園
の
あ
り
方

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す
。

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
ま
ち
へ
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地域包括ケアシステム

■担当課　介護福祉課　長寿係・介護保険係
　　　　　　　　　　　地域包括支援センター
　　　　　　　　　　　西吉野・大塔在宅介護支援センター

行政に求められること
■市全体の見守りの方向性の検討
　（見守りの範囲、目指すこと、仕組みづくり）
■安否確認の仕組み
■認知症対応マニュアル作成
■少子高齢化対策

各地域に求められること
■市全体の仕組みをフォローする体制づくり
　（緩やかな、仕組みとしての見守り）
■隣近所のつながりや地域の情報を活かした取組
■担い手の確保、地域の集いの場づくり

本人・家族に求められること
■何かあったときのための用意
　（緊急連絡先の確保等）
■閉じこもりがちにならない
■家族が本人の異変に気づくための関係づくり

その他
■個人情報の取扱
■各機関の連携等

住み慣れた地域で住み慣れた地域で
自分らしく暮らし続けられるまちを目指す！自分らしく暮らし続けられるまちを目指す！
住み慣れた地域で
自分らしく暮らし続けられるまちを目指す！

■問合先　介護福祉課（内線 294・249）

平
成
28
年
度

 

第
２
回
地
域
ケ
ア
会
議
を

　

開
催
し
ま
し
た
！

　

主
に
『
地
域
に
お
け
る
見
守
り
』

に
つ
い
て
、
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

（
第
１
回
は
平
成
28
年
10
月
号
に
掲
載
）

　

意
見
交
換
か
ら
は
、
各
地
域
で

差
は
あ
る
も
の
の
、
日
常
生
活
の

中
で
の
ゆ
る
や
か
な
見
守
り
・
声

か
け
は
お
お
む
ね
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

各
圏
域
か
ら
出
さ
れ
た
地
域
に

お
け
る
見
守
り
に
関
す
る
課
題
に

つ
い
て
、
主
体
別
に
検
討
す
べ
き

こ
と
・
取
り
組
む
べ
き
こ
と
と
し

て
集
約
し
た
結
果
は
下
記
の
と
お

り
で
す
。

次回は、10月号で平成 29年度の地域ケア会議を紹介します。次回は、10月号で平成 29年度の地域ケア会議を紹介します。次回は、10月号で平成 29年度の地域ケア会議を紹介します。

■
全
体
版
地
域
ケ
ア
会
議

　

全
体
版
地
域
ケ
ア
会
議
で
は
、

「
見
守
り
と
は
何
を
指
す
の
か
」

「
見
守
り
で
何
を
目
指
す
の
か
」

と
い
っ
た
見
守
り
の
方
向
性
の
整

理
を
行
う
と
と
も
に
、
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け
た

意
識
の
す
り
合
わ
せ
を
行
い
ま
し

た
。
委
員
か
ら
は
「
い
か
に
市
民

が
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く

か
が
重
要
」
と
の
意
見
や
認
知
症

の
人
に
対
す
る
支
援
策
に
つ
い
て

要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
全
体
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
に
向
け
た
関
係
者
と
の
調

整
を
進
め
る
ほ
か
、
地
域
ケ
ア
会

議
で
多
く
の
意
見
が
あ
っ
た
認
知

症
の
人
の
見
守
り
に
焦
点
を
当
て
、

具
体
的
な
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

地
域
に
お
け
る
見
守
り
に
は
、

地
域
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
協
力

が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地

域
関
係
者
と
行
政
が
協
働
し
て
取

り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

地域ケア会議とは？
　五條市では、高齢者が住み慣れた地域で暮らし続けることができるよう、切れ目のない支援を行うた
め『地域包括ケアシステム』の構築の実現を目指しています。その実現に向けて、自治連合会や民生児
童委員等の住民代表の皆さん、事業者等の関係団体の皆さんの参加を得て、高齢者を取り巻く地域課題
の解決に向けた関係者間のネットワーク構築と具体的な解決に向けた地域づくりなどを話し合う「地域
ケア会議」を平成 27年度から開催しています。地域ケア会議には、中学校区を単位とする６圏域ごとの
会議と、市全体をカバーする全体版地域ケア会議があります。

■
平
成
29
年
度
の
取
組
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おしらせ・イベント

「
G
o
j
o
元
気
サ
ポ
ー
タ
ー
」

　

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
！

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
し
、
地

域
で
活
動
で
き
る
人
で
、
介
護

予
防
や
健
康
・
地
域
づ
く
り
に

関
心
の
あ
る
人

※

原
則
継
続
し
て
受
講
で
き
る
人

■
会
場　

カ
ル
ム
五
條

■
受
講
料　

無
料

■
定
員　

30
人

■
申
込
期
限　

６
月
23
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
先　

地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
（
内
線
３
０
９
）

住み慣れた地域で
自分らしく暮らし続けられるまちを目指す！

次回は、10月号で平成 29年度の地域ケア会議を紹介します。

　

こ
の
講
座
は
、
誰
も
が
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
場
所
で
、
自
分
ら
し
く

い
き
い
き
と
暮
ら
す
た
め
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
健
康
づ
く
り
や
介

護
予
防
に
取
り
組
む
活
動
を
行
い
、
地
域
を
元
気
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
た

サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
講
座
で
す
。

回 開催日・時間

６月 29 日（木）
13 時 30 分～ 15 時 30 分

内　容

１

２

３

４

５

６

予備 ９月 11 日（月）
13 時～ 16 時

８月 31 日（木）
13 時 30 分～ 15 時 30 分

８月 17 日（木）
13 時 30 分～ 15 時 30 分

８月３日（木）
13 時 30 分～ 16 時

７月６日（木）
13 時 30 分～ 15 時 30 分

７月 25 日（火）
13 時～ 15 時

開講式・オリエンテーション
・高齢者の現状・介護予防（講義）
・社協・健康に関する情報（講義）

高齢者の心とからだの健康
介護予防の目的・集いの場の効果（講義）
・いきいき 100 歳体操（実技）

実際に活動している集いの場の見学

集いの場で実施できる簡単な体操
体操をする時の注意点

自殺防止の理解
認知症の理解

サポーターとしてできること
修了式（修了書交付）

普通救命講習会

平成 29 年度　Gojo 元気サポーター養成講座プログラム

援
セ
ン
タ
ー
（
内
線
３
０
９
）

地
域
を
元
気
に
す
る
人
に
な
り
ま
せ
ん
か

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
公
募
し
ま
す

　

五
條
市
で
は
、「
五
條
市
老
人
保
健
福
祉
計
画
及
び
第
６
期
五
條
市

介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
定
め
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
安
定
し
た
経
営
と
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す

る
た
め
、
事
業
所
候
補
者
を
公
募
し
ま
す
。

整
備
目
標
年
度　

平
成
29
年
度

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

▼
質
問
受
付　

６
月
14
日
〜
23
日

▼
応
募
受
付　

７
月
 12
日
〜
28
日

▼
選
考
期
間　

７
月
31
日
〜
９
月

中
旬
ご
ろ

▼
結
果
公
表　

９
月
下
旬
ご
ろ

※

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

事
前
質
問　

質
問
書
に
よ
り
、
質

問
受
付
期
間
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

電
子
メ
ー
ル
で
受
付
し
ま
す
。

※

電
話
・
口
頭
で
は
受
付
で
き
ま

せ
ん
。

応
募
方
法　

公
募
申
込
書
に
必
要

資
料
を
添
え
て
、
応
募
受
付
期

間
内
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
様
式
等
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■問合先　介護福祉課（内線４００）　FAX２５・０２９４　メール kaigofukushika@city.gojo.lg.jp

公募するサービスの種類等
整備対象事業 優先整備圏域 該当地区名

認知症対応型通所介護
（介護予防含む）

小規模多機能型居宅介護
（介護予防含む）
※登録定員29人

五條東中学校区
（１事業所）

宇智地区、北宇智地区、
南阿太地区、大阿太地区

五條中学校区
もしくは
五條東中学校区
（１事業所）

五條地区、阪合部地区
（五條中学校区）
もしくは

宇智地区、北宇智地区、
南阿太地区、大阿太地区
（五條東中学校区）

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
た
め
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入社２年目
奈良工場
生産部物流課 喜多優人

ホソカワミクロン（株）奈
良事業所（住川町１３９０

番地　テクノパーク・なら
工業団地内）

生産統括部 奈良工場　☎
26・3960 マテリアル事業

部 五條工場  ☎26・6090

図書館

図書館HP
蔵書検索

図
書
館
だ
よ
り

お
知
ら
せ

■
問
合
先　

市
立
図
書
館

☎
２
２
・
４
１
３
３

（
水
曜
休
館
）

新
刊
本
棚

６ 月

　

大
政
奉
還
と
は
何
だ
っ
た
か
。

幕
末
維
新
時
の
一
連
の
事
象
を

公
平
か
つ
冷
静
に
分
析
し
、
掘

り
起
こ
す
こ
と
で
、
維
新
の
全

体
像
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。

中
村 

雅
之
／
著　

偕
成
社

鈴
木 

荘
一
／
著 

毎
日
ワ
ン
ズ

「
調
べ
る
学
習
」
に
配
慮
し
た
ニ
ュ

ー
ス
＆
資
料
集
。
２
０
１
６
年
の
お

も
な
ニ
ュ
ー
ス
を
月
ご
と
に
ま
と
め
、

教
科
別
に
図
や
グ
ラ
フ
を
使
っ
て
わ

か
り
や
す
く
掲
載
す
る
。

稲
田 

多
佳
子
／
著　

学
研
プ
ラ
ス

原　

幸
夫
／
監
修　

日
東
書
院
本
社

調べる学習 子ども年鑑

平
岩 

弓
枝
／
著　

文
藝
春
秋

図解エコノミー
クラス症候群の原因
と予防ストレッチ

明治維新の正体

日本の伝統芸能を
楽しむ2  能・狂言

朝
日
小
学
生
新
聞
／
監
修 

岩
崎
書
店

長
野
ヒ
デ
子
・
本
田
カ
ヨ
子
／
作
・
絵

あ
す
な
ろ
書
房

新

図
書
館
司
書

　

お
ス
ス
メ

お
と
な
の
本

こ
ど
も
の
本

とのさま
1ねんせい

こうえんの
おばけずかん

斉
藤　

洋
／
作　

講
談
社

たかこさんが
教えてくれた、
ボウル１つで
手づくりおやつ

青い服の女
（新・御宿かわせみ7）

すーくん
五條市立
図書館
c

Kita Hiroto

さ
い

お
知
ら
せ

え
ほ
ん
の
と
び
ら

　

６
月
10
日
（
土
）

 

　

10
時
30
分
〜

お
は
な
し
会

　

６
月
25
日
（
日
）

 

　

10
時
30
分
〜

自由な雰囲気で風通しの良い社風です。クラブ活動やバーベキューを
するなど社員同士の交流も大切にしています。若手からでも仕事を任
せてもらえるのでやりがいを持って仕事ができます。

あらゆるものづくりに不可欠な粉体技術で世界を変える
　お客様のあらゆるニーズに応じるために、何百種類の機械をラインアップ

し、それらを組み合わせて粉体処理システムで提供する技術やノウハウが

あります。

　日本だけでなく、ドイツ、アメリカなど世界のものづくりにも貢献してい

ます。粉体技術を身に付けるために、様々な事を経験し、アイデアを出し合い

ながら品質の良い物を提供できるよう取り組んでいます。

五條市の元気な企業と従業員 FILE.024 ホソカワミクロン（株）奈良事業所

■問合先 企業観光戦略課（内線 215）

会社概要
内容　「粉体」に携わるお客様に独自の最先端粉体技術を駆使したプロセス
機器と、それらを繋ぐシステムエンジニアリングを提供しております。また、
当社独自のナノテクノロジーから生まれた高機能性新素材を使った育毛剤
やナノ化粧品などの製造販売をしております。
代表者　　代表取締役社長　細川 悦男
創業年月日　　大正５年４月１８日　（創業 101 年目）
従業員　連結 1,445 人（単体 362 人）（平成 28年 9月 30 日現在）
　　　　（うち奈良工場 35人、五條工場６人）

このコーナーでは市内の企業と、そこで働く若者を紹介。市内での就職を促進し、元気なまちづくりをめざします。

図書館ブログ

ム
ジ
ー
ク
フ
ェ
ス
ト
な
ら
２
０
１
７

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
・
岡
田
由
美
子

　

＆
児
童
文
学
作
家
・
川
村
優
理

　
　

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
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時
計
作
家
と
の
ご
縁
を
き
っ
か
け
に
、
当
家
所

蔵
の
長
野
の
資
料
を
展
示
し
ま
す
。

　
　

プ
ラ
ノ
岡
田
由
美
子
さ
ん
は
、
同
じ
万
葉

歌
に
作
曲
さ
れ
て
い
た
古
い
楽
譜
を
ム
ジ
ー
ク

フ
ェ
ス
ト
な
ら
２
０
１
４
で
復
活
さ
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
万
葉
時
計
の
奉
告
に
合
わ
せ
、
午
前

中
に
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
木
村
直
子
さ
ん
、
ピ
ア

ノ
南
木
優
子
さ
ん
の
演
奏
に
載
せ
て
近
内
御
霊

神
社
境
内
で
の
奉
納
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
い
ま
す
。

午
後
か
ら
は
藤
岡
家
の
大
広
間
で
、
江
戸
時
代

に
描
か
れ
た
「
鳥
」
の
図
の
屏
風
を
背
景
に
、

時
空
を
超
越
し
て
結
ぶ
万
葉
の
心
と
風
景
を
音

楽
に
奏
で
ま
す
。
私
は
、
五
條
新
町
を
舞
台
に

連
作
童
話
を
書
い
て
い
ま
す
の
で
、
「
12
の
鷹

と
ち
ょ
う
ち
ん
屋
吉
之
助
の
話
」
を
書
き
下
ろ

し
て
朗
読
し
ま
す
。

　
　

代
、
「
宇
智
の
大
野
」
と
呼
ば
れ
た
土
地

に
は
、
近
内
古
墳
群
や
荒
坂
瓦
窯
跡
と
い
っ
た
、

優
れ
た
考
古
学
資
料
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
中

で
も
猫
塚
（
西
河
内
町
）
は
蒙
古
鉢
形
眉
庇
付

胄
な
ど
他
に
類
を
見
な
い
副
葬
品
が
多
数
出
土

し
た
こ
と
で
有
名
で
す
が
、
昭
和
33
年
に
行
わ

れ
た
調
査
以
来
、
こ
つ
こ
つ
と
調
査
が
続
け
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
平
成
29
年
１
月
か
ら
３
月
の

第
６
次
調
査
（
五
條
市
教
育
委
員
会
）
に
よ
っ

て
１
５
０
０
年
前
の
方
墳
の
姿
の
お
お
よ
そ
の

形
が
よ
う
や
く
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
　

地
に
行
く
と
、
こ
の
土
地
に
住
ま
い
し
た

豪
族
の
「
時
」
が
、
そ
こ
に
眠
っ
て
い
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
土
地
を
思
う
人
々
の
心
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
時
代
を
経
て
、
次
の
若
者
た

ち
に
伝
え
ら
れ
て
い
き
ま
す
。　

（
文
）
館
長
・
学
芸
員　

川
村 

優
理

月曜休館（月曜が祝日の場合は翌日）　入館料（大人300円、小人200円）　■藤岡家住宅☎22・4013（近内町526）
　
　

葉
集
」
は
時
を
超
え
て
人
の
心
を
う
つ
音

律
と
考
え
た
長
野
県
諏
訪
市
在
住
の
技
師
・
平

林
隆
さ
ん
（
パ
リ
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
賞
な
ど
受
賞
）
は
、
五
・
七
・

五
・
七
・
七
の
万
葉
の
三
十
一
文
字
を
日
付
表

示
に
は
め
こ
ん
だ
「
万
葉
時
計
」
を
考
案
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
に
自
作
の
万
葉
時
計
を
諏
訪

大
社
、
静
岡
浅
間
神
社
、
柿
本
神
社
、
桜
木
神

社
（
吉
野
）
、
飛
鳥
坐
神
社
に
奉
納
し
て
い
ま

す
。

　
　

は
五
條
を
詠
ん
だ
万
葉
歌
「
た
ま
き
は
る

宇
智
の
大
野
に
馬
並
め
て
朝
踏
ま
す
ら
む
そ
の

草
深
野
」
（
『
万
葉
集
』
巻
一
〜
４
）
の
万
葉

時
計
の
完
成
を
近
内
御
霊
神
社
に
奉
告
し
、
６

月
21
日
開
催
の
ム
ジ
ー
ク
フ
ェ
ス
ト
な
ら
２
０

１
７
『
ソ
プ
ラ
ノ
岡
田
由
美
子
＆
児
童
文
学
者

川
村
優
理
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
〜
時
を
超

え
て
、
鳥
の
飛
翔
〜
』
に
参
加
し
ま
す
。

　
　

岡
玉
骨
は
、
大
正
15
年
８
月
か
ら
昭
和
２

年
５
月
ま
で
長
野
県
の
警
察
部
長
で
あ
っ
た
た

め
、
当
時
、
大
正
13
年
か
ら
長
野
県
諏
訪
郡
の

別
荘
に
住
ま
い
す
る
こ
と
の
多
か
っ
た
犬
養
毅

の
直
筆
の
軸
や
、
長
野
の
風
景
を
描
い
た
信
州

蒔
絵
の
盆
な
ど
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
長
野
の

見取り図案内其の一〇二

現

藤

「

　「時」

古

万
「

次

万葉時計

ソさ
い
さ
い

も
う
こ
ば
ち
が
た
ま
び
さ
し
つ
き

か
ぶ
と

な

く
さ
ふ
か
の

◎展示案内　
▼武者人形と武者のぼり展示
　６/９（金）まで（各座敷）
▼「鳥の名品」展　６/24（土）まで

消
費
生
活
相
談
窓
口

相
談
事
例

訪
問
販
売
で
契
約
し
た

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　

自
宅
を
訪
問
し
た
営
業
員
か
ら
勧

誘
を
受
け
た
。
売
電
収
入
も
見
込
め

る
と
の
こ
と
で
契
約
し
た
が
、
15
年

間
の
ロ
ー
ン
を
支
払
い
続
け
る
自
信

が
な
い
。
３
日
後
に
解
約
を
申
し
出

た
と
こ
ろ
、
「
も
う
発
注
し
て
し
ま

っ
た
。
今
や
め
る
の
で
あ
れ
ば
違
約

金
が
か
か
る
」
と
言
わ
れ
た
。

助
言

　

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
す
る
こ
と
で
、

違
約
金
を
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
が
で
き
る
契

約
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
書
面

に
記
載
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
で
き

な
い
と
告
げ
る
こ
と
は
法
律
違
反
に

あ
た
り
ま
す
。
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
は
、

書
面
で
発
信
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

書
き
方
・
出
し
方
に
つ
い
て
は
相
談

窓
口
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

太
陽
光
発
電
は
業
者
が
出
す
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ど
お
り
の
発
電
量
・

売
電
収
入
が
見
込
め
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
契
約
の
際
に
は
情
報
を
集

め
、
ロ
ー
ン
を
返
済
し
て
い
け
る
か

検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

消
費
生
活
相
談
窓
口　

（
内
線
３
８
６
）毎
週
月
・
木　

10
時
〜
15
時

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ（
無
条
件
解
約
）

が
で
き
る
契
約
で
す
。

　

ム
ジ
ー
ク
フ
ェ
ス
ト
な
ら
２
０
１
７
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
「
時
を
超
え
て
、鳥
の
飛
翔
」
と
題
し
た
ジ
ョ

イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
日
時　

６
月
21
日
（
水
）

▼
10
時
〜　

近
内
御
霊
神
社
で
「
万
葉
時
計
」
奉
告

祭
と
奉
納
コ
ン
サ
ー
ト

※

希
望
者
は
参
加
可
能
、
無
料

▼
13
時
30
分
〜
15
時　

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

（
13
時
開
場
）

※

事
前
予
約
が
必
要
、
有
料

■
場
所　

登
録
有
形
文
化
財
「
藤
岡
家
住
宅
」

■
出
演　

岡
田
由
美
子
（
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
）・
木
村

直
子
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）・
南
木
優
子
（
ピ
ア
ノ
）・

川
村
優
理（
語
り
）・
平
林
隆（
時
計
技
師
・
ゲ
ス
ト
）

■
費
用　

１
０
０
０
円
（
入
館
料
込
）　

■
予
約
・
問
合
先　

う
ち
の
の
館

☎
２
２
・
４
０
１
３

イベント
ム
ジ
ー
ク
フ
ェ
ス
ト
な
ら
２
０
１
７

ム
ジ
ー
ク
フ
ェ
ス
ト
な
ら
２
０
１
７

ム
ジ
ー
ク
フ
ェ
ス
ト
な
ら
２
０
１
７

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
・
岡
田
由
美
子

・
岡
田
由
美
子

　

＆
児
童
文
学
作
家
・
川
村
優
理

　

＆
児
童
文
学
作
家
・
川
村
優
理

　
　

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

　
　

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
・
岡
田
由
美
子

　

＆
児
童
文
学
作
家
・
川
村
優
理

　
　

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
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 “take it easy”
“Take it easy” is a common phrase. Someone who is relaxing and 
enjoying themselves is taking it easy.  If someone is using too much 
energy or trying to do something too difficult, you should tell them to 
take it easy. You can also use it to tell someone to calm down if they 
get angry. Let's take it easy this summer!

国
際
交
流

E
x
c
h
a
n
g
e

I
n
te
r
n
a
t
i
o
n
a
l

英語コミュニケーション

英語
コミュ

ニケー
ション

第 97回

d 
much 
hem to 
they 

こんにち
は、　

ブリアン
ナ・パイ

ルです

 Hiking is one of the most popular 
pastimes in Colorado. Colorado is full of mountains, 
forests, and beautiful scenery. People who are in 
shape and love a challenge can try hiking to the top 
of one of our highest mountains. There are more 
than fifty mountains in Colorado of 4000 meters or 
more. For families with children, or for people who 
want to take it easy, there are many more hiking 
trails that are short and not so difficult. These trails 
often take you to secluded spots that have beautiful 
lakes and rivers. Sometimes you can even see 
animals such as deer, elk, or mountain goats. There 
are even bears, snakes, and pumas, so you have to 
be careful! But these dangerous animals are quite 
rare. I've never seen one while hiking.
 
 Trail mix is a traditional food often eaten 
on a hike. It's very similar to granola. It often 
contains  peanuts, raisins, and chocolate chips. 
Many people add other nuts, fruits, or grains to 
match their tastes. When you get tired during your 
hike, it's a good idea to take a break and snack on 
some trail mix. The chocolate and fruit helps give 
you a quick burst of energy, and the nuts and 
grains help boost your stamina. It is very healthy 
and a popular snack even for non-hikers. Of course, 
the number one drink of choice for American 
hikers is plain water. Very few people bring green 
tea to drink on their hike!
 
 In 6th grade of elementary school, all the 
schools in my town went on a special field trip that 
lasted three days. We called it Eco Week. During 
this time, we went to the mountains and studied 
nature. We spent the entire second day on a long 
hike. It was tough, but I really enjoyed walking with 
my friends and seeing the fall leaves. I really 
started to appreciate nature after that field trip. I 
hope many children will learn the beauty of the 
natural world through this experience. I also hope 
they will be inspired to stay healthy by walking on 
various nature hikes!
 
 By the way, even in the middle of summer, 
you have to make sure to bring a coat when you go 
hiking in Colorado. In the mountains, it sometimes 
snows even in the middle of summer!

　ハイキングは、コロラドで最も人気がある気晴し
の１つです。コロラドは、山と森と美しい風景であ
ふれています。健康で、チャレンジ精神が旺盛な人
は、コロラドの一番高い山々の頂に挑戦してもよい
でしょう。コロラドには標高4000m以上の山が50以
上もあります。子ども連れの家族や、ハイキングを
気楽に楽しみたい人たちには、そんなに難しくない
短いコースもたくさんあります。それらのコースは
たいていが、美しい湖や川のある静かな場所へと続
いています。時折、鹿やヘラジカ、シロイワヤギな
どの動物にも出会うことがあります。しかし、熊や
蛇やピューマなどもいますので注意しなければなり
ません！でも、このような危険な動物に遭遇するの
は極めてまれなことです。私はまだハイキング中に
それらを見たことはありません。

　トレール・ミックス（trail mix）は、ハイキング中
に食べる伝統的な食べ物です。グラノーラ
（granola、シリアル食品の一種）ととても似てい
て、ピーナッツやレーズン、チョコレート・チップ
なども入っています。そこに、それぞれの好みに合
わせて、ナッツやフルーツや穀物を加えたりしま
す。ハイキング中に疲れたら、休憩をしてトレー
ル・ミックスを食べるのもいいですね。チョコレー
トとフルーツで素早くエネルギーを蓄え、ナッツと
穀物でスタミナを付けましょう。トレール・ミック
スはとても健康的な食べ物で、ハイキングをしない
人にも人気があります。それから、アメリカ人のハ
イカー（ハイキングをする人）が選ぶ飲み物の１位
は、もちろん、普通の水です。お茶を持ってくる人
はとても少ないです！

　私の町の小学校6年生は皆、3日間の特別な課外活
動に参加しました。それは、「エコ　ウィーク（Eco 
Week）」と呼ばれ、生徒は山へ行き自然について学
びました。二日目は、丸一日をハイキングに費やし
ました。それはとても大変でしたが、私は、友人と
落ち葉を見ながらハイキングを楽しみました。この
課外活動に参加してから、私は自然に感謝するよう
になりました。この体験を通して、多くの子どもた
ちが美しい自然の世界を学んでほしいと願います。
また、自然の中を歩くことで、健康に気遣う様にも
なってほしいと思います。
　
　ところで、コロラドでハイキングをする時は、真
夏でも必ず上着を持って行ってください。山では、
夏でも時々雪が降りますから！

Happy Trails! 楽しい山道！

 “take it easy”
「のんびりやる、気楽にやる。」「落ち着いて、気を静めて」
これはよく使われる表現で、リラックスしてくつろいでいる状態を
指します。ものすごくエネルギーを費やし、何か困難なことに挑戦
しようとしている人への言葉としても使えます。また、怒っている
人を落ち着かせるための声かけとしても使えます。この夏は気楽に
いきましょう！

　

上
半
身
も
使
っ
た
全
身
運
動
効
果
の

あ
る
歩
行
で
、
健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま

し
ょ
う
。 元

気
に
歩
こ
う
！　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

毎月
第１
土曜日

中
央
公
園
コ
ー
ス

毎月
第２
土曜日

上
野
公
園
コ
ー
ス

毎月
第３
土曜日

５
万
人
の
森
コ
ー
ス

　

※

雨
天
中
止

■
講
師　

日
本
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
協
会
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

■
時
間　

７
時
集
合　

８
時
30
分
ま
で

■
費
用　

１
回
５
０
０
円
（
保
険
料
等
）

■
定
員　

各
回
20
人
（
当
日
受
付　

先

着
順
）

■
持
ち
物　

帽
子
、
薄
手
の
手
袋
、
両

手
が
フ
リ
ー
に
で
き
る
ウ
エ
ス
ト

ポ
ー
チ
等
、
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
が

で
き
る
飲
み
物

※

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ポ
ー
ル
は
無
料
貸
出

■
問
合
先　

非
営
利
公
益
市
民
活
動
団

体　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

事
務
局
（
北
村
）

☎
０
９
０
・
６
６
６
９
・
８
０
１
０

※

市
制
60
周
年
冠
事
業
で
す
。 スススー

ス
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おしらせ・イベント

■
日
時　

６
月
18
日
（
日
）

　

９
時
30
分
開
演

　
（
９
時
開
場
・
16
時
ご
ろ
終
演
予
定
）

■
会
場　

市
民
会
館

■
出
場
資
格　

市
内
に
在
住
ま
た
は

勤
務
す
る
人
、
お
よ
び
市
内
出
身

者
（
年
令
・
性
別
不
問
）

■
申
込
方
法　

６
月
１
日
（
木
）
10

時
〜
６
月
９
日
（
金
）
17
時
ま
で

に
窓
口
ま
た
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

①
名
前
②
住
所
③
電
話
番
号
④
発

表
内
容
を
伝
え
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
（
先
着
順
）。

※

出
演
希
望
時
間
が
あ
る
場
合
は
申

込
み
時
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

※

出
演
者
に
は
６
月
14
日
（
水
）
ご

ろ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
郵
送
し
ま
す
。

　

な
ん
で
も
発
表
会
の
出
場
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
日
頃
の
練
習
の

発
表
の
場
や
リ
ハ
ー
サ
ル
の
場
と
し
て
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

出
場
料
・
入
場
料
は
無
料
で
す
。

■
募
集
要
項　

カ
ラ
オ
ケ
・
ギ

タ
ー
演
奏
・
ギ
タ
ー
弾
き
語
り
・

ダ
ン
ス
・
マ
ジ
ッ
ク
・
踊
り
・

大
正
琴
・
ピ
ア
ノ
演
奏
・
ピ
ア

ノ
弾
き
語
り
・
漫
才
・
落
語
・

合
奏
・
合
唱
・
コ
ー
ラ
ス
・
器

楽
合
奏
な
ど

■
発
表
時
間　

カ
ラ
オ
ケ
の
場
合

は
１
曲
。
そ
の
他
の
出
演
は
準

備
と
片
付
け
を
含
め
５
分
〜
15

分
程
度

■
会
場
に
あ
る
機
材　

カ
ラ
オ
ケ

機
材
・
マ
イ
ク
６
本
・
ピ
ア
ノ

※

詳
し
く
は
市
民
会
館
ま
で
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

市
民
会
館

☎
２
３
・
１
７
３
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

２
５
・
１
４
４
３

五條市制 60周年記念・
平成 23年台風 12号紀伊半島大水害復興支援チャリティー

五條市市民会館なんでも発表会
出場者募集 !!

第３回
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おしらせ・イベント

ま
た
は
２
級

▼
聴
導
犬　

聴
覚
障
害
２
級

■
申
込
期
限　

６
月
26
日
（
月
）

■
申
込
・
問
合
先　

社
会
福
祉
課

　
（
内
線
２
９
９
）

　

視
覚
障
害
者
に
対
し
、
指
導
員

が
自
宅
に
訪
問
し
て
自
立
生
活
に

必
要
な
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

■
訓
練
内
容　

歩
行
訓
練
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
、
日
常

生
活
動
作
訓
練
、
パ
ソ
コ
ン
等

情
報
支
援
機
器
の
操
作
に
関
す

る
訓
練
、
そ
の
他
必
要
な
訓
練

※

対
象
者
の
状
況
に
応
じ
、
訓
練

内
容
が
変
わ
り
ま
す
。

■
申
込
期
限　

６
月
26
日
（
月
）

■
申
込
・
問
合
先　

社
会
福
祉
課

　
（
内
線
２
９
９
）

　

本
年
度
の
狩
猟
免
許
試
験
等
が

次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
詳

し
い
内
容
に
つ
い
て
は
奈
良
県
農

業
水
産
振
興
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
狩
猟
免
許
試
験

■
日
時

▼
第
１
回　

６
月
25
日
（
日
）

▼
第
２
回　

９
月
３
日
（
日
）

　

各
回
９
時
30
分
〜
16
時

■
場
所　

橿
原
総
合
庁
舎

■
奈
良
県
猟
友
会
に
よ
る
狩
猟
免

許
試
験
事
前
講
習

▼
第
１
回　

６
月
24
日
（
土
）

▼
第
２
回　

９
月
２
日
（
土
）

■
場
所　

リ
サ
イ
ク
ル
館
か
し
は
ら

※

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
狩
猟
免
許
更
新
に
係
る
適
性
検

査
お
よ
び
講
習　

■
日
時

▼
第
１
回　

６
月
９
日
（
金
）

▼
第
２
回　

７
月
27
日
（
木
）

▼
第
３
回　

７
月
28
日
（
金
）

▼
第
４
回
・
第
５
回　

８
月
24
日（
木
）

※

第
１
回
、
第
２
回
、
第
３
回
、

第
５
回
は
13
時
30
分
〜
16
時
30

分
。
第
４
回
は
９
時
30
分
〜
12

時
30
分

■
場
所　

▼
第
１
回　

宇
陀
市
農

村
改
善
セ
ン
タ
ー「
農
林
会
館
」

▼
第
２
回　

十
津
川
村
住
民
ホ
ー
ル

▼
第
３
回　

五
條
市
立
中
央
公
民
館

▼
第
４
回
・
第
５
回　

奈
良
県
文
化
会
館

■
狩
猟
免
許
取
得
促
進
講
習
会

■
日
時　

８
月
３
日
（
木
）

　

10
時
〜
16
時　

■
場
所　

リ
サ
イ
ク
ル
館
か
し
は
ら

■
申
込
・
問
合
先　

一
般
社
団
法

人
奈
良
県
猟
友
会

☎
０
７
４
２
・
２
６
・
８
１
２
５

　

奈
良
県
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ

る
高
齢
者
美
術
展
に
出
品
し
ま
せ

ん
か
。

■
日
時　

８
月
25
日
（
金
）

　

〜
30
日
（
水
）　

９
時
〜
17
時

※

８
月
28
日
は
休
館
日 

■
場
所　

奈
良
県
文
化
会
館

　
（
奈
良
市
登
大
路
町
６-

２
）

■
出
品
資
格
者　

県
内
に
在
住
す

る
ア
マ
チ
ュ
ア
で
、
昭
和
34
年

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

■
出
品
部
門　

日
本
画
、洋
画
、書
、

工
芸
、
手
芸
、
写
真
の
６
部
門

■
出
品
作
品　

１
部
門
に
つ
き
１

人
２
点
ま
で

※

出
品
者
に
よ
り
創
作
さ
れ
た
も

の
で
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

■
出
品
手
数
料　

１
点
に
つ
き
１

０
０
０
円　

■
申
込
・
作
品
提
出
先　

介
護
福

祉
課 

長
寿
係

■
申
込
期
限　

７
月
３
日
（
月
）

■
問
合
先

▼
奈
良
県
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
７
４
４
・
２
９
・
０
１
２
０

▼
介
護
福
祉
課 （
内
線
２
４
９
）

　

大
政
奉
還
か
ら
１
５
０
年
と
な

る
本
年
、
天
誅
組
や
幕
末
に
関
す

る
楽
し
い
講
座
を
年
５
回
開
催
し

ま
す
。

■
日
時　

６
月
17
日
（
土
）

　

13
時
30
分
〜
15
時

■
講
師　

草
村
克
彦
氏

　
（
天
誅
（
忠
）
組
記
念
館
館
長
）

■
テ
ー
マ
「
志
士
た
ち
の
６
月
」

■
場
所　

民
俗
資
料
館

■
参
加
費　

一
般
５
０
０
円

　

会
員
３
０
０
円

■
定
員　

40
人

■
申
込
方
法　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

ハ
ガ
キ
・
メ
ー
ル
い
ず
れ
か
で

①
氏
名
、②
住
所
、③
連
絡
先
を

伝
え
て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

民
俗
資
料
館

　
（
新
町
３-

３-

１
）（
月
曜
休
館
）

☎
・
FAX　

２
２
・
０
４
５
０

メ
ー
ル  info@

tenchugum
i.jp

　

五
條
市
や
奈
良
県
南
部
の
活
性

化
を
目
指
し
、
若
い
世
代
が
五
條

の
歴
史
を
知
り
、
未
来
を
夢
見
る

連
載
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

６
月
４
日
（
日
）

　

14
時
〜
17
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
対
象
者　

高
校
生
以
上
の
人

　
（
先
着
50
人
）

　

犯
罪
や
事
件
・
事
故
の
被
害
者

や
、
遺
族
か
ら
の
電
話
相
談
や
生

活
支
援
、
警
察
・
病
院
へ
の
付
き

添
い
等
の
直
接
支
援
を
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
支
援
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

※

セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
講
座
を

修
了
し
、
適
性
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
た
人
に
委
嘱
し
ま
す
。

※

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

公
益
社
団
法

人
な
ら
犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
事
務
局
（
奈
良
市
東
向
中

町
６
番
地 

奈
良
県
経
済
倶
楽

部 

経
済
会
館
４
階
）

☎
０
７
４
２
・
２
６
・
６
９
３
５

　
（
平
日
10
時
〜
16
時
）

　

重
度
視
覚
障
害
者
、
重
度
肢
体

不
自
由
者
お
よ
び
重
度
聴
覚
障
害

者
で
希
望
す
る
人
に
、
身
体
障
害

者
補
助
犬
を
貸
与
し
ま
す
。
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
貸
与
条
件　

18
歳
以
上
で
県
内

に
１
年
以
上
在
住
し
て
い
る
人

▼
盲
導
犬　

視
覚
障
害
１
級

▼
介
助
犬　

肢
体
不
自
由
１
級　

ア
ー
ト
講
座

　

グ
ル
ー
デ
コ
®

ア
ー
ト
講
座

　
　
　

ち
ぎ
り
絵

募　集

身
体
障
害
者
補
助
犬

身
体
障
害
者
補
助
犬

 

貸
与
希
望
者
を
募
集

貸
与
希
望
者
を
募
集

身
体
障
害
者
補
助
犬

 

貸
与
希
望
者
を
募
集

募　集

中
途
失
明
者
等
生
活

中
途
失
明
者
等
生
活

 

訓
練
希
望
者
を
募
集

訓
練
希
望
者
を
募
集

中
途
失
明
者
等
生
活

 

訓
練
希
望
者
を
募
集

募　集

平
成
29
年
度
年
度

 

狩
猟
免
許
試
験
・

狩
猟
免
許
試
験
・

      

更
新
検
査
・
講
習
会

更
新
検
査
・
講
習
会

平
成
29
年
度

 

狩
猟
免
許
試
験
・

   

更
新
検
査
・
講
習
会

講　座

第
１
回

第
１
回

「
長
屋
門
さ
き
が
け
塾
」

「
長
屋
門
さ
き
が
け
塾
」

受
講
生
募
集

受
講
生
募
集

第
１
回

「
長
屋
門
さ
き
が
け
塾
」

受
講
生
募
集

講　座

第
４
回

第
４
回

 

Ｇ
Ｏ
Ｊ
Ｏ
大
学

Ｇ
Ｏ
Ｊ
Ｏ
大
学

～
五
條
の
昔
と
未
来
を
語
る
～

～
五
條
の
昔
と
未
来
を
語
る
～

第
４
回

 

Ｇ
Ｏ
Ｊ
Ｏ
大
学

～
五
條
の
昔
と
未
来
を
語
る
～

老
人
憩
の
家
で

　

落
語
会

募　集

犯
罪
被
害
者
支
援

犯
罪
被
害
者
支
援

 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

犯
罪
被
害
者
支
援

 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

募　集

第
46
回
奈
良
県
高
齢
者

回
奈
良
県
高
齢
者

　
　
　
　

    

美
術
展
作
品
募
集

美
術
展
作
品
募
集

第
46
回
奈
良
県
高
齢
者

　
　

  

美
術
展
作
品
募
集

教
科
書
展
示
会

  

を
開
催
し
ま
す

〈
大
塔
地
区
〉

し
尿
く
み
取
り
の
お
知
ら
せ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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広
報
五
條
有
料
広
告
枠

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は

広
告
代
理
店 

㈱
ホ
ー
プ
ま
で

☎
０
９
２
・
７
１
６
・
１
４
０
４

おしらせ・イベント
■
内
容　

▼
i
P
S
細
胞
の
再
生

医
療
へ
の
期
待
と
課
題
▼
未
利

用
バ
イ
オ
マ
ス
か
ら
１
０
０
％

グ
リ
ー
ン
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
の
生

産
▼
藤
岡
家
住
宅
の
魅
力

■
参
加
費　

５
０
０
円

　
（
資
料
代
・
高
校
生
は
無
料
）

■
申
込
方
法　

生
涯
学
習
課
に
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

高
校
生
は
申
込
不
要

■
申
込
先　

生
涯
学
習
課

　
（
内
線
８
１
８
）

■
問
合
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
五
新
線

再
生
推
進
会
議

メ
ー
ル　

goshin-sen@
gojo.ne.jp

　

ち
ぎ
り
絵
で
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の

夜
」
を
表
現
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

７
月
２
日
（
日
）

　

13
時
〜
17
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

25
人
（
市
内
に
在
住
ま

た
は
勤
務
す
る
成
人
）

■
参
加
費　

１
６
０
０
円
（
材
料

費
１
３
０
０
円
・
利
用
団
体
会

費
３
０
０
円
）

※

今
年
度
ア
ー
ト
講
座
に
参
加
し

た
人
は
材
料
費
の
み
で
参
加
で

き
ま
す
。

■
持
ち
物　

フ
エ
キ
の
り
・
は
さ

み
・
鉛
筆
・
筆
（
小
）・
お
し

ぼ
り
・
鉄
筆
（
ま
た
は
イ
ン
ク

の
出
な
い
ボ
ー
ル
ペ
ン
）・
先

の
と
が
っ
た
ピ
ン
セ
ッ
ト
・
め

う
ち
（
洋
裁
に
つ
か
う
も
の
）

ま
た
は
竹
串

■
指
導
者　

森
岡
武
子
先
生

　
（
し
ゅ
ん
こ
う
ち
ぎ
り
絵
講
師
）

■
申
込
方
法　

６
月
22
日
（
木
）

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

託
児
あ
り（
要
予
約
・

無
料
）

※
２
歳
以
上
就
学
前
の
幼
児

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１（
火
・
祝
休
館
）

　

ス
ワ
ロ
フ
ス
キ
ー
を
使
っ
た
ア

ク
セ
サ
リ
ー
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

（
リ
ン
グ
、
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
、
ネ

ッ
ク
レ
ス
の
う
ち
、
ひ
と
つ
を
作

り
ま
す
。）

■
日
時　

７
月
15
日
（
土
）

　

10
時
〜
正
午

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

20
人
（
市
内
に
在
住
ま

た
は
勤
務
す
る
成
人
）

■
指
導
者　

米
倉
由
起
先
生

　
（
日
本
グ
ル
ー
デ
コ
協
会
認
定
講
師
）

■
参
加
費　

１
３
０
０
円
（
材
料

費
１
０
０
０
円
・
利
用
団
体
会

費
３
０
０
円
）

※

今
年
度
ア
ー
ト
講
座
に
参
加
し

た
人
は
材
料
費
の
み
で
参
加
で

き
ま
す
。

■
持
ち
物　

特
に
な
し
（
必
要
な

人
は
老
眼
鏡
）

■
申
込
方
法　

６
月
30
日
（
金
）

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

託
児
あ
り（
要
予
約
・

無
料
）　

※

２
歳
以
上
就
学
前
の
幼
児

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１（
火
・
祝
休
館
）

　

市
内
出
身
の
落
語
家 

桂
雀
太

さ
ん
（
２
０
１
６
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
人

落
語
大
賞
受
賞
）
と
新
進
気
鋭
の

落
語
家
を
迎
え
て
落
語
会
を
開
催

し
ま
す
。

■
開
催
日
時　

７
月
２
日
（
日
）

　

13
時
（
13
時
30
分
開
演
）

■
木
戸
銭　

前
売
り
１
５
０
０
円

　
（
当
日
１
８
０
０
円
）

■
出
演
者　

桂 
雀
太
（
２
席
）、

　

桂 

文
鹿
、
桂 
弥
っ
こ
、
ほ
か

■
申
込
・
問
合
先　

老
人
憩
の
家

☎
２
３
・
０
４
３
１
（
水
曜
休
館
）

　

平
成
30
年
度
以
降
に
市
立
小
学

校
で
使
用
さ
れ
る
教
科
書
展
示
会

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

■
日
時　

６
月
16
日
（
金
）

　

〜
７
月
14
日
（
金
）

　

９
時
〜
16
時
45
分

※

図
書
館
の
休
館
日
を
除
く

■
場
所　

市
立
図
書
館

■
展
示
物　

平
成
30
年
度
以
降
に

使
用
す
る
小
学
校
教
科
書
（
道

徳
科
）

■
問
合
先　

学
校
教
育
課

　
（
内
線
８
１
９
）

　

６
月
の
く
み
取
り
は
、
次
の
日

程
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
業

者
ま
で
直
接
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

６
月
８
日
（
木
）

　
・
22
日
（
木
）

※

当
日
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
・
問
合
先　

　

㈱
ダ
イ
ワ
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
０
７
４
５
・
５
２
・
３
３
７
２

講　座

ア
ー
ト
講
座

ア
ー
ト
講
座

　

グ
ル
ー
デ

　

グ
ル
ー
デ
コ
®

ア
ー
ト
講
座

　

グ
ル
ー
デ
コ
®

講　座

ア
ー
ト
講
座

ア
ー
ト
講
座

　
　
　

ち
ぎ
り
絵

　
　
　

ち
ぎ
り
絵

ア
ー
ト
講
座

　
　
　

ち
ぎ
り
絵

身
体
障
害
者
補
助
犬

 

貸
与
希
望
者
を
募
集

中
途
失
明
者
等
生
活

 

訓
練
希
望
者
を
募
集

平
成
29
年
度

 

狩
猟
免
許
試
験
・

   

更
新
検
査
・
講
習
会

第
１
回

「
長
屋
門
さ
き
が
け
塾
」

受
講
生
募
集

第
４
回

 

Ｇ
Ｏ
Ｊ
Ｏ
大
学

～
五
條
の
昔
と
未
来
を
語
る
～

イベント

老
人
憩
の
家
で

老
人
憩
の
家
で

　

落
語
会

　

落
語
会

老
人
憩
の
家
で

　

落
語
会

犯
罪
被
害
者
支
援

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

第
46
回
奈
良
県
高
齢
者

　
　

  

美
術
展
作
品
募
集

おしらせ

教
科
書
展
示
会

教
科
書
展
示
会

    

を
開
催
し
ま
す

を
開
催
し
ま
す

教
科
書
展
示
会

  

を
開
催
し
ま
す

おしらせ

〈
大
塔
地
区
〉

〈
大
塔
地
区
〉

し
尿
く
み
取
り
の
お
知
ら
せ

し
尿
く
み
取
り
の
お
知
ら
せ

〈
大
塔
地
区
〉

し
尿
く
み
取
り
の
お
知
ら
せ

（
敬
称
略
）

《
善
意
銀
行
》

▼
二
見
婦
人
会

▼
五
條
市
地
区
婦
人
会
連
絡
協

議
会

市民の善意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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おしらせ・イベント

広
報
五
條
有
料
広
告
枠

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は

ま
す
。

■
対
象
者　

平
成
29
年
４
月
１
日

現
在
で
75
歳
・
80
歳
・
85
歳
の

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

※

奈
良
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
か
ら
ハ
ガ
キ
（
受
診
券
）

が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

■
費
用　

無
料

■
実
施
期
間　

６
月
１
日
（
木
）

〜
11
月
30
日
（
木
）

■
受
診
で
き
る
医
療
機
関
名

　

今
田
歯
科
医
院
、
植
田
歯
科
医

院
、
加
藤
歯
科
、
釜
田
歯
科
医

院
、
さ
く
ら
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

田
園
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
西
尾

歯
科
、
平
井
歯
科
医
院
、
堀
内

歯
科
医
院
、
ま
つ
た
歯
科
ク
リ

ニ
ッ
ク

■
申
込
方
法　

事
前
に
歯
科
医
療

機
関
へ
電
話
等
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

■
持
ち
も
の　

ハ
ガ
キ（
受
診
券
）、

被
保
険
者
証

■
問
合
先　

奈
良
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合

☎
０
７
４
４
・
２
９
・
８
４
３
０

　
「
H
I
V
検
査
普
及
週
間
」（
６

月
１
日
〜
７
日
）
に
合
わ
せ
、
休

日
検
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
実
施
日　

６
月
４
日
（
日
）

　

絵
画
、
書
道
、
写
真
の
作
品
を

展
示
し
ま
す

■
日
時　

６
月
15
日
（
木
）

　

〜
18
日
（
日
）　

９
時
〜
17
時

※

た
だ
し
、
15
日
は
13
時
か
ら
。

18
日
は
15
時
30
分
ま
で
。

■
場
所　

▼
絵
画　

市
民
会
館

　

▼
書
道
・
写
真　

中
央
公
民
館

■
問
合
先　

五
條
市
美
術
協
会

（
萩
原
）

☎
２
４
・
３
９
０
７

　

平
成
26
年
度
に
一
筆
地
調
査
を

実
施
し
た
「
岡
町
の
一
部
」
の
地

籍
調
査
の
成
果
に
よ
る
登
記
が
完

了
し
ま
し
た
。
登
記
記
録
・
地
図

な
ど
は
法
務
局
で
交
付
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
合
先　

地
籍
調
査
課

　
（
内
線
４
０
５
）

　

高
齢
者
の
健
康
保
持
・
増
進
、

生
活
の
質
の
向
上
を
図
り
、
健

康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
「
お

口
の
健
康
診
査
」
が
実
施
さ
れ

※

相
談
内
容
に
よ
っ
て
必
要
書
類

が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
予
約
・
問
合
先　

大
和
高
田
年

金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

　

開
放
日
に
は
送
迎
バ
ス
を
コ
ー

ス
で
運
行
し
ま
す
。
気
軽
に
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
日
程
表

▼
五
條
方
面　

６
月
10
日
（
土
）・

24
日
（
土
）・
７
月
15
日
（
土
）

▼
西
吉
野
方
面　

６
月
17
日（
土
）・

７
月
８
日
（
土
）・
22
日
（
土
）

■
送
迎
バ
ス
の
利
用
は
２
日
前

（
休
館
日
の
場
合
は
そ
の
前
日
）

ま
で
に
①
氏
名
②
連
絡
先
③
乗

車
場
所
（
最
寄
の
バ
ス
停
）
を

伝
え
、
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
 

予
約
状
況
に
よ
り
乗
車
時
間

を
調
整
し
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。

■
カ
ン
タ
ン
手
織
り
（
材
料
費
必

要
）・
ヘ
ル
ス
ト
ロ
ン
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
機
・
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
が

無
料
で
楽
し
め
ま
す
。

■
開
館
時
間　

９
時
〜
17
時

　
（
カ
ラ
オ
ケ
は
10
時
〜
15
時
）

■
対
象
者　

60
歳
以
上
の
人

■
申
込
・
問
合
先　

老
人
憩
の
家

☎
２
３
・
０
４
３
１
（
水
曜
休
館
）

　

毎
週
月
〜
金
曜
日 

８
時
30
分

〜
16
時
に
、
相
談
内
容
に
合
わ
せ
、

ス
タ
ッ
フ
が
事
前
に
準
備
し
て
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
場
所　

大
和
高
田
年
金
事
務
所

　
（
大
和
高
田
市
幸
町
５-
11 
）

※

予
約
は「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

☎
０
５
７
０
・
０
５
・
１
１
６
５

　

ま
た
は
次
の
問
合
先
ま
で
。

■
予
約
・
問
合
先　

大
和
高
田
年

金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

　

日
本
年
金
機
構
が
年
金
出
張
相

談
を
、
月
１
回
五
條
市
で
開
催
し

て
い
ま
す
。
気
軽
に
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

■
開
催
日　

毎
月
第
２
木
曜
日

　
（※

６
月
は
８
日
、７
月
は
13
日
）

■
受
付
場
所　

市
民
課
年
金
係

■
相
談
時
間　

10
時
〜
12
時
15
分
、

13
時
〜
16
時
ま
で

■
持
ち
物　

年
金
手
帳
・
年
金
証

書
、
本
人
確
認
で
き
る
物
（
運

転
免
許
証
等
）
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

※

相
談
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

　

早
め
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

おしらせ

年
金
出
張
相
談

年
金
出
張
相
談

年
金
出
張
相
談

おしらせ

老
人
憩
の
家

老
人
憩
の
家 

開
放
日

開
放
日

老
人
憩
の
家 

開
放
日

イベント

五
條
市
美
術
協
会
展

五
條
市
美
術
協
会
展

五
條
市
美
術
協
会
展

おしらせ

地
籍
調
査
成
果
の

地
籍
調
査
成
果
の

　

登
記
完
了
の
お
知
ら
せ

　

登
記
完
了
の
お
知
ら
せ

地
籍
調
査
成
果
の

　

登
記
完
了
の
お
知
ら
せ

おしらせ

後
期
高
齢
者
医
療

後
期
高
齢
者
医
療

　
　

保
険
加
入
者
対
象

　
　

保
険
加
入
者
対
象

「
お
口
の
健
康
診
査
」

「
お
口
の
健
康
診
査
」

後
期
高
齢
者
医
療

　
　

保
険
加
入
者
対
象

「
お
口
の
健
康
診
査
」

全
国
一
斉

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
」

な
ら
男
女
共
同
参
画
週
間

イ
ベ
ン
ト
２
０
１
７

障
害
者
と
家
族

　

の
た
め
の
講
演
会

障
害
児
・
保
護
者

　

の
た
め
の
相
談
会

おしらせ

H
I
V

H
I
V
（
エ
イ
ズ
）

（
エ
イ
ズ
）

休
日
検
査
の
お
知
ら
せ

休
日
検
査
の
お
知
ら
せ

H
I
V
（
エ
イ
ズ
）

休
日
検
査
の
お
知
ら
せ

特
設
人
権
相
談

おしらせ

年
金
事
務
所
の

年
金
事
務
所
の

　

予
約
相
談

　

予
約
相
談

年
金
事
務
所
の

　

予
約
相
談
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おしらせ・イベント

　

子
ど
も
の
人
権
に
か
か
わ
る
問

題
に
つ
い
て
、
無
料
・
秘
密
厳
守

で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時　

▼
６
月
26
日
（
月
）
〜
30
日
（
金
）

　

８
時
30
分
〜
19
時

▼
７
月
１
日
（
土
）
〜
２
日
（
日
）

　

10
時
〜
17
時

■
全
国
一
斉

　
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

☎
０
１
２
０
・
０
０
７
・
１
１
０

※

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

※

携
帯
電
話
・
P
H
S
使
用
可
、

一
部
IP
電
話
使
用
不
可　

■
対
象　

県
内
に
在
住
す
る
児

童
・
生
徒
と
保
護
者　
　

■
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員
お

よ
び
法
務
局
職
員

■
問
合
先　

奈
良
地
方
法
務
局

☎
０
７
４
２
・
２
３
・
５
４
５
７

■
日
時　

６
月
27
日
（
火
）

　

９
時
30
分
〜
12
時

■
場
所　

大
淀
町
役
場

■
問
合
先　

五
條
・
吉
野
地
域
自

立
支
援
協
議
会
事
務
局

☎
０
７
４
７
・
５
３
・
２
１
５
３

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
皆
さ
ん
の

人
権
を
守
る
身
近
な
相
談
相
手
で

す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

６
月
２
日
（
金
）

　

10
時
〜
15
時

■
場
所

▼
人
権
総
合
セ
ン
タ
ー  
☎
２
４
・
３
７
２
７

▼
牧
野
公
民
館 

☎
２
４
・
３
１
７
５

▼
賀
名
生
公
民
館 

☎
３
２
・
０
０
０
１

▼
ふ
れ
あ
い
交
流
館 

☎
３
６
・
０
０
５
８

※

ふ
れ
あ
い
交
流
館
は
13
時
〜
15
時

■
問
合
先　

人
権
施
策
課

☎
２
５
・
１
１
３
７

　

９
時
〜
11
時

■
場
所　

内
吉
野
保
健
所

※
電
話
予
約
が
必
要
、
検
査
は
無

料
・
匿
名
。（
１
時
間
程
度
で

結
果
が
判
明
し
ま
す
）

※

感
染
初
期
に
は
検
出
さ
れ
な
い

時
期
が
あ
る
た
め
、
感
染
リ
ス

ク
の
あ
る
行
動
か
ら
３
か
月
以

上
経
過
後
に
検
査
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

※

毎
月
第
１
・
３ 

月
曜
日
に
常

設
検
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
９
時
〜
11
時
、
前
週
の
金
曜

日
ま
で
に
電
話
予
約
が
必
要
）

■
予
約
・
問
合
先　

内
吉
野
保
健
所

☎
２
２
・
３
０
５
１

　

障
害
児
本
人
の
悩
み
、
ま
た
は

保
護
者
か
ら
の
子
育
て
の
悩
み
な

ど
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※

予
約
不
要

■問合先
人権施策課　☎２５・１１３７

広
告
代
理
店 

㈱
ホ
ー
プ
ま
で

☎
０
９
２
・
７
１
６
・
１
４
０
４

　
「
自
分
の
生
き
方
は
自
分
で
選

ぶ
、つ
な
が
り
あ
っ
て
参
画
社
会
」

を
テ
ー
マ
に
啓
発
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。

■
日
時　

６
月
30
日
（
金
）

　

〜
７
月
２
日
（
日
）

　

10
時
〜
16
時
30
分

■
内
容　

記
念
公
演
、
女
性
団
体

に
よ
る
劇
、
体
操
な
ど

※

入
場
無
料
、
申
込
不
要

■
場
所　

奈
良
県
女
性
セ
ン
タ
ー

　
（
奈
良
市
東
向
南
町
６
番
地
）

■
問
合
先　

奈
良
県
女
性
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
４
２
・
２
７
・
２
３
０
０

　

障
害
者
が
生
活
し
て
い
く
た
め

の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
日
時　

６
月
15
日
（
木
）

　

13
時
〜
16
時

■
場
所　

万
葉
ホ
ー
ル

　
（
橿
原
市
小
房
町
11-

５
）

■
対
象　

障
害
者
と
そ
の
家
族
、

障
害
者
支
援
に
興
味
が
あ
る
人

■
講
師　

鹿
野
佐
代
子
氏

　
（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

■
参
加
費　

５
０
０
円

■
問
合
先　

社
会
福
祉
法
人
せ
せ

ら
ぎ
会
大
淀
園
（
田
仲
）

☎
０
７
４
７
・
５
２
・
８
０
８
０

年
金
出
張
相
談

老
人
憩
の
家 

開
放
日

五
條
市
美
術
協
会
展

地
籍
調
査
成
果
の

　

登
記
完
了
の
お
知
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療

　
　

保
険
加
入
者
対
象

「
お
口
の
健
康
診
査
」

おしらせ

全
国
一
斉

全
国
一
斉

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
」

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
」

全
国
一
斉

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
」

おしらせ

な
ら
男
女
共
同
参
画
週
間

な
ら
男
女
共
同
参
画
週
間

イ
ベ
ン
ト
２
０
１
７

イ
ベ
ン
ト
２
０
１
７

な
ら
男
女
共
同
参
画
週
間

イ
ベ
ン
ト
２
０
１
７

おしらせ

障
害
者
と
家
族

障
害
者
と
家
族

　

の
た
め
の
講
演
会

　

の
た
め
の
講
演
会

障
害
者
と
家
族

　

の
た
め
の
講
演
会

おしらせ

障
害
児
・
保
護
者

障
害
児
・
保
護
者

　

の
た
め
の
相
談
会

　

の
た
め
の
相
談
会

障
害
児
・
保
護
者

　

の
た
め
の
相
談
会

H
I
V
（
エ
イ
ズ
）

休
日
検
査
の
お
知
ら
せ

おしらせ

特
設
人
権
相
談

特
設
人
権
相
談

特
設
人
権
相
談

年
金
事
務
所
の

　

予
約
相
談

23 Gojo City Public Relations　市役所本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１



「五條の歴史を探る」では、五條の歴史・文化を今に伝える資料とそのゆかりの地を紹介します。

伝
え
る
格
好
の
見
張
り
台
で
あ
っ
た
、
と
い

う
わ
け
で
す
。

　

考
古
学
研
究
者
の
間
で
は
、
弥
生
時
代
後

期
に
、
稲
作
を
定
着
さ
せ
て
豊
か
に
な
っ
た

集
落
の
間
で
争
い
が
起
こ
り
、
そ
れ
が
地
域

間
の
対
立
・
抗
争
や
統
合
へ
つ
な
が
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
西
日

本
の
各
地
で
丘
陵
上
に
「
高
地
性
集
落
」
を

営
み
、
非
常
事
態
に
備
え
た
と
さ
れ
ま
す
。

　

も
っ
と
も
、
引
ノ
山
の
遺
跡
は
集
落
と
呼

べ
る
内
容
で
は
な
く
、
麓
で
も
同
時
期
の
集

落
が
未
発
見
の
た
め
、
今
の
と
こ
ろ
北
宇
智

地
域
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
争
乱
を
思
い
描
く

こ
と
は
難
し
い
よ
う
で
す
。

　

土
坑
が
掘
ら
れ
て
か
ら
1
9
0
0
年
、
古

墳
が
造
ら
れ
て
か
ら
1
5
0
0
年
。
引
ノ
山

で
出
土
し
た
弥
生
土
器
や
土
師
器
、
須
恵
器

な
ど
は
、
学
校
の
玄
関
に
陳
列
さ
れ
、
い
に

し
え
の
営
み
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
里
山

「
ひ
き
の
や
ま
」
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち

に
受
け
継
い
で
い
っ
て
ほ
し
い
宝
で
す
。

（
終
わ
り
）

文
化
財
課
学
芸
員　

前
坂 

尚
志

中
か
ら
、
弥
生
土
器
の
壺
２
個
と
砥
石
２

個
が
出
土
し
、
弥
生
時
代
後
期
前
半
（
２

世
紀
）
の
遺
構
と
わ
か
っ
た
の
で
す
。
ま

た
、
も
う
一
つ
の
土
坑
に
も
、
同
じ
時
期

の
土
器
の
破
片
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
第
７
号
墳
の
墳
丘
上
の
攪

乱
土
や
、
そ
の
東
方
の
第
10
号
墳
（
５
世

紀
末
頃
の
直
径
8
・
5
ｍ
の
円
墳
）
の
墳

丘
の
盛
土
な
ど
か
ら
も
、
弥
生
土
器
の
破

片
や
砥
石
が
出
土
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

調
査
担
当
者
は
、
炭
化
物
を
含
む
土
坑

に
つ
い
て
、
弥
生
時
代
の
人
び
と
が
簡
単

な
調
理
や
夜
間
の
照
明
、
暖
を
取
る
な
ど

の
目
的
で
行
っ
た
焚
き
火
の
跡
と
考
え
ま

し
た
。
た
だ
、
引
ノ
山
全
体
を
見
る
と
同

時
代
の
遺
構
・
遺
物
が
少
な
か
っ
た
た
め
、

恒
常
的
な
住
居
を
構
え
ず
、
ご
く
短
期
間
、

キ
ャ
ン
プ
的
な
生
活
を
行
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
推
定
し
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
担
当
者
は
、
遺
跡
が
短
期
間
で

あ
っ
た
点
を
踏
ま
え
、
烽
火
も
上
げ
ら
れ

る
見
張
り
台
の
可
能
性
を
示
し
ま
し
た
。

引
ノ
山
は
、
麓
と
の
高
低
差
が
約
40
ｍ
あ

り
、
南
に
近
内
町
の
集
落
と
、
そ
れ
を
貫

き
向
山
丘
陵
の
西
を
通
る
道
を
見
下
ろ
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
道
は
、
古
墳
時

代
に
奈
良
盆
地
か
ら
風
の
森
峠
を
越
え
、

荒
坂
峠
を
経
て
吉
野
川
の
北
岸
に
至
る
幹

線
道
と
し
て
整
備
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
弥
生
時
代
に
も
こ
の
道
が
吉
野
川

沿
い
と
奈
良
盆
地
を
結
ぶ
幹
線
で
あ
っ
た

な
ら
、
引
ノ
山
は
そ
の
往
来
に
目
を
こ
ら

し
、
非
常
時
に
は
烽
火
で
近
隣
に
情
報
を

　

昭
和
51
〜
52
（
１
９
７
６
〜
７
７
）
年

の
「
引
ノ
山
」
（
近
内
町
）
の
発
掘
調
査

で
は
、
５
世
紀
後
半
〜
６
世
紀
後
半
の
古

墳
群
と
と
も
に
、
弥
生
時
代
の
遺
跡
も
発

見
さ
れ
ま
し
た
。

　

標
高
約
２
５
０
ｍ
の
頂
上
近
く
に
あ
っ

た
第
７
号
墳
（
５
世
紀
末
頃
の
直
径
８
ｍ

の
円
墳
）
の
墳
丘
の
真
下
に
、
古
墳
よ
り

も
古
い
時
期
の
土
坑
（
穴
）
が
二
つ
掘
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
は
、

長
さ
1
・
4
8
ｍ
、
幅
1
・
1
4
ｍ
、
深

さ
0
・
4
ｍ
で
、
底
に
炭
化
物
が
薄
く
た

ま
り
、
そ
の
上
の
堆
積
土
に
も
炭
化
物
が

多
く
混
じ
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
土
坑
の
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五
條
の

市

の

動

き

市

の

動

き

人
口
３
１
，
６
５
９
人　
　

男
１
５
，
０
３
４
人　
　

女
１
６
，
６
２
５
人　
　

世
帯
数
１
３
，
６
４
２

　
　

（
▲
５
０
）　
　
　
　
　
　
　

（
▲
２
２
）　
　
　
　
　
　

（
▲
２
８
）　
　
　
　
　
　

  　

（
２
２
）

（
４
月
30
現
在
）　

（　

）
内
の
数
字
は
前
月
比
・
▲
は
減
少

学
校
に
あ
る
古
代
の
遺
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
そ
の
２
～

第106回

五
條
の

を

歴
史を

歴
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火
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木

金
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日

月

火

水

木

金
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日

月
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水

木

金

出
生　

８
件　

死
亡
３
６
件

転
入
７
３
件　

転
出
７
８
件

「五條の歴史を探る」では、五條の歴史 文化を今に伝える資料とそのゆかりの地を紹介します
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・ごみ量 372.6㌧

・目標値 376.9㌧

３月結果発表！

4.3㌧

減少！

６月の目標 
  345.5㌧!200

トン減

めざせ年間

各家庭で紙類、プラスチック容器包装類をしっかり分別し、ごみの減量化を目指しましょう！

20
トン減

めめめめざせ年

各家庭で紙類、

燃えるごみ

減量チャレンジ！

こ
の
調
子
で

が
ん
ば
ろ
う
！

の
ろ
し

ひ
き
の
や
ま

ら
ん

ど
こ
う

と
い
し

つ
じ
の
山
古
墳
（
手
前
）
と
北
宇
智
小
学
校

の
あ
る
引
ノ
山
（
奥
）（
南
か
ら
）

た

ふ
も
と

は  

じ  

き

か
く

た
い
せ
き

みんなとつながる
こうほうごじょう

る
う 広報五條広報五條広報五條

五條市結婚相談所

時間　13時～16時

場所　福祉センター

問合　児童福祉課

　　　（内線366）

五條市結婚相談所

時間　13時～16時

場所　福祉センター

問合　児童福祉課(内線366)

心の悩み

臨床心理士による
こころの健康相談（要予約）
時間　①13時～13時45分

　　　②14時15分～15時

　　　③15時30分～16時15分

場所　カルム五條

予約　カルム五條（内線290）

悪質商法や多重債務など

消費生活・多重債務相談
時間　10時～15時

場所　第２分庁舎３階

６ 月 市 民 ご よ み

毎 週
月・木

人権を確かめあう日６/11
（日）

６/10
（土）

６/22
（木）

15（月）心の悩み

臨床心理士による
こころの健康相談（要予約）
時間　①13時～13時45分

　　　②14時15分～15時

　　　③15時30分～16時15分

場所　カルム五條

予約　カルム五條（内線290）

６/14
（水）

６/28
（水）

健康管理、肥満や禁煙など

保健師による健康相談
場所　カルム五條

予約　カルム五條（内線290）

６/21
（水）

年金事務所の

出張年金相談（要予約）
時間　10時～12時15分

　　　13時～16時

受付　市民課年金係

予約　大和高田年金事務所

☎０７４５・２２・３５３１

６/８
（木）

※早めに予約してください。（人数制限あり）

15（月）もの忘れ相談
場所　カルム五條

予約　地域包括支援センター

☎２５・２６４０

６/14
（水）
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納税には口座振替のほか、コンビ
ニでも納付できます。
■問合先
　税務課徴収対策室（内線260）

６月は
市県民税の納期です
納期限は 6月 30 日（金）まで
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